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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ利用のクライアント装置からのコンテンツデータの取得要求に応じて、コンテン
ツ・サーバ装置によって保持されている原コンテンツデータに対して所定のコンテンツ処
理サービスを実施するコンテンツ処理サーバ装置が設けられるコンテンツ処理サービス制
御システムであって；
　前記クライアント装置からの前記コンテンツデータ取得要求を受信したとき、前記コン
テンツ処理サービスの起動の必要性を判定して起動要求を通知するネットワークのエッジ
装置と；
　前記エッジ装置から前記起動要求を通知されたとき、自己保持している、前記コンテン
ツ処理サービスに加入しているユーザに関する契約情報に基づいて、前記コンテンツ処理
サーバ装置が実施するべき前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コ
ンテンツ処理サービスの形態を少なくとも前記エッジ装置に処理要求として送信するサー
ビス制御装置と；
　を備えるコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項２】
　前記サービス制御装置は、前記クライアント装置から送信された前記コンテンツデータ
取得要求に対して適用する前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コ
ンテンツ処理サービスの形態及び前記コンテンツデータ取得要求を前記コンテンツ処理サ
ーバ装置に転送するように要求し；
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　前記エッジ装置は、前記サービス制御装置からの要求に応じて前記決定されたコンテン
ツ処理サービスの形態及び前記コンテンツデータ取得要求を前記コンテンツ処理サーバ装
置に転送し、前記コンテンツ処理サーバ装置から前記コンテンツ処理サービスが施された
処理後コンテンツを受信し、この処理後コンテンツを前記コンテンツ・サーバ装置に転送
して、前記処理後コンテンツ対応の前記原コンテンツデータを前記コンテンツ・サーバ装
置から取得する
　請求項１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項３】
　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ・サーバ装置から送信された前記原コンテン
ツデータに対して適用する前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コ
ンテンツ処理サービスの形態及び前記コンテンツ・サーバ装置から送信された前記原コン
テンツデータを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送するように要求し；
　前記エッジ装置は、前記サービス制御装置からの要求に応じて前記決定したコンテンツ
処理サービスの形態及び前記原コンテンツデータを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送
し、前記コンテンツ処理サーバ装置から前記コンテンツ処理サービスが施された処理後コ
ンテンツを受信し、この処理後コンテンツを前記クライアント装置に転送する
　請求項１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項４】
　前記コンテンツ処理サービスは、ＵＲＬに基づく前記コンテンツ・サーバ装置へのアク
セス・フィルタ、前記ユーザの嗜好に適合した広告の挿入、ウイルスチェック、及び言語
翻訳を含む
　請求項１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項５】
　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ処理サービスに加入しているユーザに関する
契約情報として、ユーザ利用の前記クライアント装置の識別子と、前記コンテンツ処理サ
ービスの種別情報及び品質レベル情報とを保持する第１の記憶部を有する
　請求項１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項６】
　前記サービス制御装置は、前記原コンテンツデータ対応の処理前コンテンツの属性情報
と、前記処理前コンテンツに対して適用された前記コンテンツ処理サービスの形態と、前
記コンテンツ処理サービスが施された処理後コンテンツの属性情報と、前記処理後コンテ
ンツがキャッシュとして格納されているエッジ装置の識別子とを保持する第２の記憶部を
更に有する
　請求項５記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項７】
　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ処理サービスに関する課金情報として、前記
コンテンツ処理サービスを提供した前記クライアント装置の識別子と、前記コンテンツ処
理サービスの種別情報と、サービス提供時刻情報とを保持する第３の記憶部を更に有する
　請求項６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項８】
　前記エッジ装置は、前記クライアント装置、前記コンテンツ・サーバ装置、前記コンテ
ンツ処理サーバ装置、及び他のエッジ装置の少なくとも１つとの間でコンテンツの送受信
を行うコンテンツ転送部と、前記サービス制御装置及び前記コンテンツ処理サーバ装置の
少なくとも一方とインタワークするインタワーク部と、前記原コンテンツデータ対応の処
理前コンテンツをキャッシュとして保持する第１のキャッシュ部と、前記原コンテンツデ
ータに基づいて前記コンテンツ処理サーバ装置で実施された前記コンテンツ処理サービス
の結果対応の処理後コンテンツをキャッシュとして保持する第２のキャッシュ部と、前記
コンテンツ処理サービスの起動の必要性を判定して前記第１及び第２のキャッシュ部及び
前記インタワーク部と連携するプロキシ部と、
　を有する請求項１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
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【請求項９】
　前記エッジ装置は、前記他のエッジ装置に対してこの他のエッジ装置内の第２のキャッ
シュ部にキャッシュされている前記処理後コンテンツを取得要求するクライアント部と、
前記他のエッジ装置内のクライアント部からの要求に応じて自己のエッジ装置内の前記第
２のキャッシュ部にキャッシュされている前記処理後コンテンツを応答するサーバ部と、
　を更に有する請求項８記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項１０】
　前記サービス制御装置は、
　前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツに対して適用すべき前記コ
ンテンツ処理サービスの形態を決定した後、
　前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツの属性情報及び前記処理前
コンテンツに適用される前記コンテンツ処理サービスの形態をキー情報として、前記第２
の記憶部を検索し、
　該当する前記処理後コンテンツ対応のキャッシュが現在制御対象の前記エッジ装置に保
持されていることが分かった場合、
　前記コンテンツ処理サーバ装置での前記コンテンツ処理サービスを実施することなく、
前記エッジ装置に対して前記処理後コンテンツ対応のキャッシュを使用することを命令し
、前記処理後コンテンツを前記エッジ装置から前記クライアント装置に送信させる
　請求項６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項１１】
　前記サービス制御装置は、
　前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツに対して適用すべき前記コ
ンテンツ処理サービスの形態を決定した後、
　前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツの属性情報及び前記処理前
コンテンツに適用される前記コンテンツ処理サービスの形態をキー情報として、前記第２
の記憶部を検索し、
　該当する前記処理後コンテンツ対応のキャッシュが現在制御対象になっていない他のエ
ッジ装置に保持されていることが分かった場合、
　前記コンテンツ処理サーバ装置での前記コンテンツ処理サービスを実施することなく、
現在制御対象になっている前記エッジ装置に対して、前記処理後コンテンツ対応のキャッ
シュを保持している前記他のエッジ装置から前記処理後コンテンツ対応のキャッシュを取
得するように命令し、前記エッジ装置によって取得された前記処理後コンテンツを前記ク
ライアント装置に転送させる
　請求項６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項１２】
　前記サービス制御装置は、
　前記コンテンツ処理サーバ装置において前記処理後コンテンツが生成されたとき、また
は他のエッジ装置から前記処理後コンテンツを取得したとき、
　前記処理後コンテンツを現在制御対象の前記エッジ装置のキャッシュ部にキャッシュす
るか否かを選択し、
　キャッシュする際には、前記第２の記憶部に前記処理後コンテンツに関係する前記各情
報を登録する
　請求項６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項１３】
　前記サービス制御装置は、
　前記コンテンツ・サーバ装置で保持されている前記処理前コンテンツが更新されたこと
を検出したとき、
　前記処理前コンテンツに基づいて生成された前記処理後コンテンツをキャッシュとして
保持する前記エッジ装置または他のエッジ装置のサーバ部に依頼して前記処理後コンテン
ツをキャッシュ部から削除させ、
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　前記第２の記憶部から削除対象の前記処理後コンテンツに関係する前記各情報を削除す
る
　請求項６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【請求項１４】
　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ・サーバ装置で保持されている前記処理前コ
ンテンツが更新されたことを検出したとき、前記エッジ装置または他のエッジ装置内のク
ライアント部に更新された前記処理前コンテンツの取得要求を発生させ、前記コンテンツ
処理サービスを前記処理前コンテンツに適用するように制御し、
　前記エッジ装置または他のエッジ装置内の前記クライアント部は、前記コンテンツ処理
サービスが適用された前記処理後コンテンツを前記コンテンツ処理サーバ装置から取得す
ると、この処理後コンテンツをキャッシュ部に登録する
　請求項６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はコンテンツ処理サービス制御システムに関し、特に魅力ある多様なネットワーク
サービスを容易に提供可能なコンテンツ処理サービス制御システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
インターネットなどのＩＰ（Internet Protocol）ネットワークの普及を背景として、ネ
ットワークサービスとしての電子メール及びＷｅｂアクセスなどのデータ通信サービスの
利用が急激な増加傾向を示している。
【０００３】
このデータ通信サービスとしてのＷｅｂコンテンツなどのコンテンツ処理サービスは、Ｗ
ｅｂアクセスに付加価値を与えるサービスであり、ＩＥＴＦ（Internet Engineering Tas
k Force）においては、コンテンツ処理用プロトコルＩＣＡＰ（Internet Content Adapta
tion Protocol）が検討されている（「http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-els
on-opes-icap-01.txt」参照）。
【０００４】
コンテンツ処理サービスの例としては、ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）に基づくＷ
ｅｂサーバへのアクセス・フィルタ、エンドユーザの嗜好に適合した広告の挿入（追加）
、ウイルスチェック、及びＷｅｂページの言語翻訳などがある。
【０００５】
このようなコンテンツ処理サービスを提供するネットワークシステムにおいては、コンテ
ンツ処理を実行するためのコンテンツ処理サーバ機能の配備先として、キャッシュ機能を
有するプロキシサーバであるプロキシ・キャッシュ装置内、あるいはコンテンツ・サーバ
装置に至る経路上に存在する装置内が主流である。
【０００６】
上記コンテンツ処理用プロトコルＩＣＡＰを利用すると、コンテンツ処理サーバ機能に対
応するＩＣＡＰサーバ機能を上記装置以外の装置に配備することが可能となる。
【０００７】
ただし、コンテンツ処理用プロトコルＩＣＡＰは、ＩＣＡＰサーバとＩＣＡＰクライアン
トとがインタワークするための手法を規定しているだけである。また、プロキシ・キャッ
シュ装置やコンテンツ処理サーバ機能を持つコンテンツ処理サーバ装置を外部の制御装置
から動的に制御するための構成は想定されていない。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来のコンテンツ処理サービスを提供するネットワークシステムにおいては、次
のような問題がある。
【０００９】



(5) JP 4629948 B2 2011.2.9

10

20

30

40

50

（１）コンテンツ処理サーバ装置の配置場所が固定されるため、コンテンツ処理サーバ装
置があらゆるコンテンツ処理形態に対応する必要があり、多様なコンテンツ処理サーバ機
能の網配備を柔軟に行うことができない。ただし、この問題はプロトコルＩＣＡＰの利用
により解消可能である。
【００１０】
（２）コンテンツ処理サーバ機能の配備先が固定的に決められているため、コンテンツ処
理サーバ機能の負荷分散を図るのが難しい。ただし、この問題はプロトコルＩＣＡＰの利
用により解消可能である。
【００１１】
（３）あるコンテンツ処理サーバ装置で行われたコンテンツ処理の結果に対応する処理後
コンテンツを異なるコンテンツ処理サーバ装置で再利用することができないため、コンテ
ンツ処理サーバ装置を資源として有効利用できない。
【００１２】
（４）また、これまでは、コンテンツ処理を専門に行うコンテンツ処理事業者や、加入者
（クライアント装置を利用するエンドユーザ）の嗜好などに基づいて、柔軟にコンテンツ
処理を加入者に提供するコンテンツ処理サービス小売事業者のような存在が意識されてい
ない。プロトコルＩＣＡＰを利用して加入者の嗜好に基づいた柔軟なコンテンツ処理サー
ビスを提供しようとした場合、加入者の嗜好情報を保持するコンテンツ処理サービス小売
事業者は、ＩＣＡＰクライアント機能あるいはＩＣＡＰサーバ機能を持つ装置を所有し、
ＩＰネットワークに配備する必要が生じてしまうため、サービス事業への参入が困難とな
る。
【００１３】
本発明の課題は、これらの問題を解消し、魅力ある多様なネットワークサービスを容易に
提供可能な手法を提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明の第１のコンテンツ処理サービス制御システムは、ユ
ーザ利用のクライアント装置からのコンテンツデータの取得要求に応じて、コンテンツ・
サーバ装置によって保持されている原コンテンツデータに対して所定のコンテンツ処理サ
ービスを実施するコンテンツ処理サーバ装置が設けられるコンテンツ処理サービス制御シ
ステムであって；
前記クライアント装置からの前記コンテンツ取得要求を受信したとき、前記コンテンツ処
理サービスの起動の必要性を判定して起動要求を通知するネットワークのエッジ装置と；
前記エッジ装置から前記起動要求を通知されたとき、前記コンテンツ処理サービスに加入
しているユーザに関する契約情報に基づいて、前記コンテンツ処理サーバ装置が実施する
べき前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コンテンツ処理サービス
の形態を少なくとも前記エッジ装置に処理要求として送信するサービス制御装置とを備え
る。
【００１５】
本発明の第２のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、前
記クライアント装置から送信された前記コンテンツデータを取得するための要求コンテン
ツに対して適用する前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コンテン
ツ処理サービスの形態及び前記要求コンテンツを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送す
るように要求し；
前記エッジ装置は、前記サービス制御装置からの要求に応じて前記決定されたコンテンツ
処理サービスの形態及び前記要求コンテンツを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送し、
前記コンテンツ処理サーバ装置から前記コンテンツ処理サービスが施された処理後コンテ
ンツを受信し、この処理後コンテンツを前記コンテンツ・サーバ装置に転送して前記原コ
ンテンツデータを取得する。
【００１６】
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本発明の第３のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、前
記コンテンツ・サーバ装置から送信された前記原コンテンツデータに対して適用する前記
コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コンテンツ処理サービスの形態及
び前記コンテンツ・サーバ装置から送信された前記原コンテンツデータを前記コンテンツ
処理サーバ装置に転送するように要求し；前記エッジ装置は、前記サービス制御装置から
の要求に応じて前記決定したコンテンツ処理サービスの形態及び前記原コンテンツデータ
を前記コンテンツ処理サーバ装置に転送し、前記コンテンツ処理サーバ装置から前記コン
テンツ処理サービスが施された処理後コンテンツを受信し、この処理後コンテンツを前記
クライアント装置に転送する。
【００１７】
本発明の第４のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、前
記コンテンツ処理サービスに加入しているユーザに関する契約情報として、ユーザ利用の
前記クライアント装置の識別子と、前記コンテンツ処理サービスの種別情報とを保持する
第１の記憶部を有する。
【００１８】
本発明の第５のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、前
記原コンテンツデータ対応の処理前コンテンツの属性情報と、前記処理前コンテンツに対
して適用された前記コンテンツ処理サービスの形態と、前記コンテンツ処理サービスが施
された処理後コンテンツの属性情報と、前記処理後コンテンツがキャッシュとして格納さ
れているエッジ装置の識別子とを保持する第２の記憶部を更に有する。
【００１９】
本発明の第６のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツに対して適用すべき前記コン
テンツ処理サービスの形態を決定した後、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツの属性情報及び前記処理前コ
ンテンツに適用される前記コンテンツ処理サービスの形態をキー情報として、前記第２の
記憶部を検索し、
該当する前記処理後コンテンツ対応のキャッシュが現在制御対象の前記エッジ装置に保持
されていることが分かった場合、
前記コンテンツ処理サーバ装置での前記コンテンツ処理サービスを実施することなく、前
記エッジ装置に対して前記処理後コンテンツ対応のキャッシュを使用することを命令し、
前記処理後コンテンツを前記エッジ装置から前記クライアント装置に送信させる。
【００２０】
本発明の第７のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツに対して適用すべき前記コン
テンツ処理サービスの形態を決定した後、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツの属性情報及び前記処理前コ
ンテンツに適用される前記コンテンツ処理サービスの形態をキー情報として、前記第２の
記憶部を検索し、
該当する前記処理後コンテンツ対応のキャッシュが現在制御対象になっていない他のエッ
ジ装置に保持されていることが分かった場合、
前記コンテンツ処理サーバ装置での前記コンテンツ処理サービスを実施することなく、現
在制御対象になっている前記エッジ装置に対して、前記処理後コンテンツ対応のキャッシ
ュを保持している前記他のエッジ装置から前記処理後コンテンツ対応のキャッシュを取得
するように命令し、前記エッジ装置によって取得された前記処理後コンテンツを前記クラ
イアント装置に転送させる。
【００２１】
本発明の第８のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、
前記コンテンツ処理サーバ装置において前記処理後コンテンツが生成されたとき、または
他のエッジ装置から前記処理後コンテンツを取得したとき、
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前記処理後コンテンツを現在制御対象の前記エッジ装置のキャッシュ部にキャッシュする
か否かを選択し、
キャッシュする際には、前記第２の記憶部に前記処理後コンテンツに関係する前記各情報
を登録する。
【００２２】
本発明の第９のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、
前記コンテンツ・サーバ装置で保持されている前記処理前コンテンツが更新されたことを
検出したとき、
前記処理前コンテンツに基づいて生成された前記処理後コンテンツをキャッシュとして保
持する前記エッジ装置または他のエッジ装置のサーバ部に依頼して前記処理後コンテンツ
をキャッシュ部から削除させ、
前記第２の記憶部から削除対象の前記処理後コンテンツに関係する前記各情報を削除する
。
【００２３】
本発明の第１０のコンテンツ処理サービス制御システムでは、前記サービス制御装置は、
前記コンテンツ・サーバ装置で保持されている前記処理前コンテンツが更新されたことを
検出したとき、前記エッジ装置または他のエッジ装置内のクライアント部に更新された前
記処理前コンテンツの取得要求を発生させ、前記コンテンツ処理サービスを前記処理前コ
ンテンツに適用するように制御し、
前記エッジ装置または他のエッジ装置内の前記クライアント部は、前記コンテンツ処理サ
ービスが適用された前記処理後コンテンツを前記コンテンツ処理サーバ装置から取得する
と、この処理後コンテンツをキャッシュ部に登録する。
【００２４】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２５】
〔コンテンツ処理サービス制御システムの構成及び機能〕
〈コンテンツ処理サービス制御システム〉
本発明の一実施の形態におけるシステム構成を示す図１を参照すると、このコンテンツ処
理サービス制御システムＳＹＳは、通信ネットワークの入口及び出口エッジ位置にエッジ
ノードとしてのエッジ装置（プロキシ・キャッシュ装置）Ｅ１，Ｅ２を有するインターネ
ットまたはイントラネットなどのＩＰネットワークＮＷと、ＩＰネットワークＮＷにエッ
ジ装置Ｅ２を通して収容され、コンテンツの原本（原コンテンツデータ）を保持するプロ
バイダサーバなどのコンテンツ・サーバ装置ＣＳと、ＩＰネットワークＮＷにエッジ装置
Ｅ１を通して収容され、コンテンツ・サーバ装置ＣＳに対してコンテンツの取得などを要
求するエンドユーザ利用のパーソナルコンピュータなどのクライアント装置Ｃとを備える
。
【００２６】
クライアント装置Ｃは、通信機能、情報表示機能、及び情報指定機能が有れば、Ｌ－ｍｏ
ｄｅ等の固定電話端末、ｉ－ｍｏｄｅ、ＥＺｗｅｂまたはＪ－スカイ等の携帯電話端末、
及びＰＤＡまたはノート型パーソナルコンピュータ等の携帯情報端末などの単体または複
合体のいずれであってもよい。
【００２７】
コンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳは、更に、コンテンツに対して予め定められ
たコンテンツ処理を行うコンテンツ処理サーバ装置ＣＡと、エッジ装置Ｅ１及びコンテン
ツ処理サーバ装置ＣＡをコンテンツ処理サービス制御アプリケーション（アプリケーショ
ンプログラム）ＡＰＬに基づいて制御することにより、コンテンツ処理サービスを実現す
る複数のサービス制御装置ＳＣ（＃１～＃Ｎ）とを備える。
【００２８】
コンテンツ処理サービス制御アプリケーションＡＰＬがエッジ装置Ｅ１及びコンテンツ処
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理サーバ装置ＣＡを制御する方法として、Ｐａｒｌａｙ（「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐａ
ｒｌａｙ．ｏｒｇ」参照）やＪＡＩＮ（「ｈｔｔｐ：／／ｊａｖａ．ｓｕｎ．ｃｏｍ／ｐ
ｒｏｄｕｃｔｓ／ｊａｉｎ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ」参照）などで規定される考え方に基
づいたオープンなネットワーク制御ＡＰＩ（Application Programming Interface）を用
いることができる。
【００２９】
厳密には、コンテンツ処理サーバ装置ＣＡ及びサービス制御装置ＳＣは、エッジ装置を通
してＩＰネットワークＮＷに収容されるが、ここでは図示を省略している。コンテンツ処
理サーバ装置ＣＡ、コンテンツ・サーバ装置ＣＳ及びクライアント装置Ｃは、各々複数存
在するが、ここでは代表の１つを図示している。
【００３０】
このコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおいて、エッジ装置Ｅ１はコンテンツ
処理を行う際にサービス制御装置ＳＣとインタワークする。エッジ装置Ｅ１はコンテンツ
処理サービスの起動の必要性（トリガ）を判定し、それをサービス制御装置ＳＣに通知す
る機能と、サービス制御装置ＳＣからの制御命令を受信・実行する機能とを有する。
【００３１】
サービス制御装置ＳＣはコンテンツ処理サービスに契約しているエンドユーザ（ユーザま
たは加入者と記載することもある）に関する加入契約情報を保持し、この加入契約情報に
基づいて、実行するべきコンテンツ処理サービス形態（コンテンツ処理ルール）を決定す
る機能を有する。コンテンツ処理サーバ装置ＣＡはサービス制御装置ＳＣで決定されたコ
ンテンツ処理サービス形態に従ってコンテンツ処理を行う機能を有する。
【００３２】
コンテンツ処理サービスの例としては、ＵＲＬに基づくＷｅｂサーバ（コンテンツ・サー
バ装置ＣＳ）へのアクセス・フィルタ、エンドユーザの嗜好に適合した広告の挿入（追加
）、ウイルスチェック、及びＷｅｂページの英日変換等の言語翻訳などがある。
【００３３】
〈サービス制御装置、エッジ装置（Ｅ１）〉
図２は上述したコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるサービス制御装置Ｓ
Ｃ及びエッジ装置Ｅ１の詳細構成を示す。図３、図４及び図５はサービス制御装置ＳＣの
データベース部の詳細構成を示す。
【００３４】
図１から図５を併せ参照すると、サービス制御装置ＳＣはサービス制御部１０及びデータ
ベース部１１から構成されている。データベース部１１は加入者管理データベース１２、
キャッシュ管理データベース１３及び課金データベース１４から構成されている。
【００３５】
このデータベース部１１において、加入者管理データベース１２はコンテンツ処理サービ
スに加入しているユーザに関する契約情報として、ユーザ利用のクライアント装置Ｃの識
別子と、コンテンツ処理サービスの種別情報及びレベル情報とを保持する。キャッシュ管
理データベース１３は処理後コンテンツの属性情報と、各処理後コンテンツがどのエッジ
装置に保持されているかなどを管理する。また、課金データベース１４はコンテンツ処理
に関する課金情報を管理する。
【００３６】
エッジ装置Ｅ１は、サービス制御装置ＳＣ及びコンテンツ処理サーバ装置ＣＡとインタワ
ークするインタワーク部２０と、他装置との間でコンテンツのやり取り（送受信）を行う
コンテンツ転送部２１と、コンテンツの原本をキャッシュとして保持する処理前コンテン
ツ・キャッシュ部２２と、コンテンツの原本を基にコンテンツ処理サーバ装置ＣＡで行わ
れたコンテンツ処理結果をキャッシュとして保持する処理後コンテンツ・キャッシュ部２
３と、コンテンツ処理サービスの起動トリガ分析を行い上記２つのキャッシュ部２２，２
３及びインタワーク部２０と連携するプロキシ部２４とから構成されている。
【００３７】
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エッジ装置Ｅ１は、更に、他のエッジ装置に対してこの他のエッジ装置内の処理後コンテ
ンツ・キャッシュ部２３にキャッシュされている処理後コンテンツを要求する処理後コン
テンツ・クライアント部２５と、他のエッジ装置内の処理後コンテンツ・クライアント部
２５からの要求に従って自己のエッジ装置内の処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキ
ャッシュされている処理後コンテンツを応答する処理後コンテンツ・サーバ部２６とを有
する。
【００３８】
サービス制御装置ＳＣは、コンテンツ処理サービス実行時にクライアント装置Ｃから送信
されたコンテンツ（処理前コンテンツ）に対して適用すべきコンテンツ処理ルールを決定
し、複数のうちの対象のコンテンツ処理サーバ装置ＣＡにコンテンツ処理ルールを通知す
ると共にクライアント装置Ｃから転送されたコンテンツをコンテンツ処理サーバ装置ＣＡ
に転送する旨をエッジ装置Ｅ１に要求する。
【００３９】
エッジ装置Ｅ１は、サービス制御装置ＳＣからの要求に従って、クライアント装置Ｃから
送信された処理前コンテンツをコンテンツ処理サーバ装置ＣＡに転送した後、コンテンツ
処理サーバ装置ＣＡから処理が施されたコンテンツ（処理後コンテンツ）を受信し、この
処理後コンテンツをコンテンツ・サーバ装置ＣＳに転送する。
【００４０】
また、サービス制御装置ＳＣは、コンテンツ処理サービス実行時にコンテンツ・サーバ装
置ＣＳから送信されたコンテンツに対して適用すべきコンテンツ処理ルールを決定し、対
象のコンテンツ処理サーバ装置ＣＡにコンテンツ処理ルールを通知すると共にコンテンツ
・サーバ装置ＣＳから転送されたコンテンツをコンテンツ処理サーバ装置ＣＡに転送する
旨をエッジ装置Ｅ１に要求する。
【００４１】
エッジ装置Ｅ１は、サービス制御装置ＳＣからの要求に従って、コンテンツ・サーバ装置
ＣＳから送信されたコンテンツをコンテンツ処理サーバ装置ＣＡに転送した後、コンテン
ツ処理サーバ装置ＣＡから処理後コンテンツを受信し、この処理後コンテンツをクライア
ント装置Ｃに転送する。
【００４２】
一層詳述すると、サービス制御装置ＳＣにおけるサービス制御部１０は、クライアント装
置Ｃから要求された処理前コンテンツに対して適用すべきコンテンツ処理ルールを決定し
た後、クライアント装置Ｃから要求された処理前コンテンツの識別子、及びこの処理前コ
ンテンツに適用されるべきコンテンツ処理ルールをキー情報として、データベース部１１
のキャッシュ管理データベース１３を検索する。
【００４３】
サービス制御部１０は、検索の結果、該当する処理後コンテンツ・キャッシュが現在制御
対象のエッジ装置Ｅ１に保持されていることが分かった場合、コンテンツ処理サーバ装置
ＣＡでコンテンツ処理を行わず、このエッジ装置Ｅ１に対して当該処理後コンテンツ・キ
ャッシュを使用することを命令する。
【００４４】
これにより、エッジ装置Ｅ１は指定された処理後コンテンツ・キャッシュをクライアント
装置Ｃに送信する。
【００４５】
また、サービス制御部１０は、クライアント装置Ｃから要求された処理前コンテンツに対
して適用すべきコンテンツ処理ルールを決定した後、クライアント装置Ｃから要求された
処理前コンテンツの識別子、及びこの処理前コンテンツに適用されるべきコンテンツ処理
ルールをキー情報として、データベース部１１のキャッシュ管理データベース１３を検索
する。
【００４６】
サービス制御部１０は、検索の結果、該当する処理後コンテンツ・キャッシュが現在制御
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対象となっていないエッジ装置に保持されていることが分かった場合、コンテンツ処理サ
ーバ装置ＣＡでコンテンツ処理を行わず、現在制御対象となっているエッジ装置Ｅ１に対
して、このキャッシュを保持している他のエッジ装置内の処理後コンテンツ・サーバ部２
６からその処理後コンテンツ・キャッシュを取得するように命令する。
【００４７】
これにより、制御対象となっているエッジ装置Ｅ１は、取得した処理後コンテンツをクラ
イアント装置Ｃに転送する。
【００４８】
また、サービス制御部１０は、コンテンツ処理サーバ装置ＣＡにおいて処理後コンテンツ
が生成されたとき、及び他エッジ装置から処理後コンテンツを取得したとき、その処理後
コンテンツを制御対象のエッジ装置Ｅ１内の処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャ
ッシュするか否かを選択する。サービス制御部１０は、キャッシュする際には、キャッシ
ュ管理データベース１３に処理後コンテンツに関する情報を登録する。
【００４９】
また、サービス制御部１０は、コンテンツ・サーバ装置ＣＳで保持される処理前コンテン
ツが更新されたことを検出すると、更新前のコンテンツに基づいて生成された処理後コン
テンツをキャッシュとして保持するエッジ装置内の処理後コンテンツ・サーバ部２６に依
頼する。
【００５０】
これにより、エッジ装置内の処理後コンテンツ・サーバ部２６は、この処理後コンテンツ
を処理後コンテンツ・キャッシュ部２３から削除し、同時にキャッシュ管理データベース
１３から削除対象のコンテンツに関する登録情報を削除する。
【００５１】
さらに、サービス制御部１０は、コンテンツ・サーバ装置ＣＳで保持されている処理前コ
ンテンツが更新されたことを検出すると、あるエッジ装置内の処理後コンテンツ・クライ
アント部２５に対して更新されたコンテンツの取得要求を発生させ、所定のコンテンツ処
理ルールをコンテンツに適用するように制御する。
【００５２】
これにより、エッジ装置内の処理後コンテンツ・クライアント部２５は、このコンテンツ
処理ルールが適用された処理後コンテンツを取得すると、処理後コンテンツ・キャッシュ
部２３に登録する。
【００５３】
〈サービス制御装置ＳＣの加入者管理データベース１２〉
図３に示すように、サービス制御装置ＳＣ内の加入者管理データベース１２は、クライア
ント装置Ｃのアドレス（クライアント・アドレス）、加入者が契約しているサービス種別
、及び各サービスのサービス・レベル（定義されていれば）の各情報を保持している。
【００５４】
この例では、クライアント・アドレス「Ｃ」を持つ加入者が、２つのサービスに加入して
いる様子を示している。第１のサービスは、アクセス・フィルタ・サービス（サービス種
別「ａｃｃｅｓｓ＿ｆｉｌｔｅｒ」で認識）であり、このサービス・レベルは一般サービ
ス（サービス・レベル「ｇｅｎｅｒｉｃ」で認識）である。第２のサービスは、英語など
の外国語から日本語への翻訳サービス（サービス種別「＊＿ｔｏ＿ｊａ」で認識）であり
、サービス・レベルとして高品質辞書（サービス・レベル「ｈｉｇｈ」で認識）を用いた
翻訳サービスである。なお、必要に応じてその他の情報が加入者管理データベース１２に
保持されていてもよい。
【００５５】
ここで、クライアント・アドレスについて詳細に説明する。クライアント・アドレスはサ
ービス加入時に個々のユーザに割り当てられる識別子であり、このクライアント・アドレ
スに基づいてユーザを一意に識別することが可能となる。
【００５６】
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クライアント・アドレスは基本的にはサービス契約の終了まで変更されない。ただし、サ
ービス契約情報などのクライアント・アドレスに付随する情報及びクライアント・アドレ
スに基づいて管理されている全ての情報が、新しいクライアント・アドレスに基づいて更
新されるという条件下では、クライアント・アドレスの変更は可能である。サービス制御
装置ＳＣはこのクライアント・アドレスに基づいて個々のユーザを管理する。
【００５７】
ここでは、ユーザが例えばＷｅｂクライアントとしてのクライアント装置Ｃを用いてＩＰ
ネットワークＮＷ（厳密には、エッジ装置Ｅ１）にアクセスする際に、ＩＰネットワーク
ＮＷからクライアント・アドレスとは異なる体系を持つアドレス（例えば、ＩＰアドレス
）がクライアント装置Ｃに対して動的に割り当てられる。この場合、クライアント装置Ｃ
は（例えば、ＩＰネットワークＮＷにアクセスする際にユーザから入力された、あるいは
クライアント装置Ｃに事前に設定されていた）クライアント・アドレスをエッジ装置Ｅ１
に通知し、その応答としてＩＰアドレスを取得する。
【００５８】
エッジ装置Ｅ１は、ユーザから最初のネットワーク・アクセス要求が発生したときに、ク
ライアント装置Ｃから通知されたクライアント・アドレスに対してＩＰアドレスを割り当
て、両アドレスの対応関係をアドレス対応テーブル（図示省略）に登録する。また、エッ
ジ装置Ｅ１はコンテンツ処理サービスの起動トリガ条件とＩＰアドレスとの対応関係も保
持する。
【００５９】
クライアント装置Ｃは、コンテンツ取得要求メッセージ（例えば、設定されたＴＣＰ（Tr
ansmission Contorol Protocol）コネクションを通して転送されるＨＴＴＰ（Hyper Text
 Transfer Protocol）リクエスト・メッセージ）を送信するにあたって、取得したＩＰア
ドレスを送信元アドレスに設定してＩＰネットワークＮＷに送信する。
【００６０】
エッジ装置Ｅ１は、クライアント装置Ｃから送信されたコンテンツ取得要求メッセージ、
あるいはこのコンテンツ取得要求メッセージの応答としてコンテンツ・サーバ装置ＣＳか
ら送信されたコンテンツ取得応答メッセージ（例えば、設定されたＴＣＰコネクションを
通して転送されるＨＴＴＰレスポンス・メッセージ）に設定されているＩＰアドレスに基
づいて、コンテンツ処理サービスの起動トリガの判定を行う。
【００６１】
コンテンツ取得要求メッセージではその送信元アドレスに、かつコンテンツ取得応答メッ
セージではその宛先アドレスに、クライアント端末Ｃに割り当てられたＩＰアドレスが設
定される。
【００６２】
なお、エッジ装置Ｅ１がコンテンツ・サーバ装置ＣＳにＴＣＰコネクションを設定する際
に、クライアント装置Ｃに対応させてエッジ装置Ｅ１が付与したＩＰアドレス及びポート
番号を用いるようにしてもよい。このとき、コンテンツ取得要求メッセージではその送信
元アドレスに、かつコンテンツ取得応答メッセージではその宛先アドレスに、クライアン
ト端末Ｃに対応させてエッジ装置Ｅ１が付与した上記ＩＰアドレス及びポート番号が付与
される。
【００６３】
エッジ装置Ｅ１はクライアント装置ＣのＩＰアドレスとそれに対応して付与したＩＰアド
レス及びポート番号のＩＰアドレス対応テーブル（図示省略）を用いて互いのアドレスの
関係を保持し、これによってクライアント装置Ｃに対するトリガの判定を行う。
【００６４】
これは、２つの異なるＴＣＰコネクションがクライアント装置Ｃとエッジ装置Ｅ１間、及
びエッジ装置Ｅ１とコンテンツ・サーバ装置ＣＳ間で設定され、エッジ装置Ｅ１がエッジ
装置Ｅ１とコンテンツ・サーバ装置ＣＳとの間にＴＣＰコネクションを設定する場合に、
エッジ装置Ｅ１自らが持つ（自らに使用することが許可された）ＩＰアドレス及びポート
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番号を送信元アドレスとして用いるケースを想定している。
【００６５】
エッジ装置Ｅ１は、あるＩＰアドレスに関してコンテンツ処理サービスの起動トリガを検
出すると、上記ＩＰアドレス対応テーブルを参照してＩＰアドレスに対応するクライアン
ト・アドレスを検索する。その後、エッジ装置Ｅ１は、トリガを検出したことなどをサー
ビス制御装置ＳＣに通知する際には、クライアント・アドレスを用いて通知する。
【００６６】
上述した手法は、サービス制御装置ＳＣに対してＩＰアドレスを意識させず、エッジ装置
Ｅ１とサービス制御装置ＳＣとの間では、ユーザの識別をクライアント・アドレスのみに
基づいて行う場合である。つまり、サービス制御装置ＳＣはクライアント・アドレスだけ
を知っていればよい手法である。
【００６７】
なお、クライアント装置Ｃに対してＩＰアドレスを割り当てる際に、割り当てたＩＰアド
レスとクライアント・アドレスとの対応関係をサービス制御装置ＳＣに通知し、エッジ装
置Ｅ１とサービス制御装置ＳＣとの間でこれ以降の通信を行うにあたっては、ユーザの識
別をＩＰアドレスのみに基づいて行う手法や、両方のアドレス体系を併用するような手法
も適用可能である。
【００６８】
また、上記では、エッジ装置Ｅ１がＩＰアドレスを割り当てる機能（ＩＰアドレス割当機
能）を持つようにしているが、エッジ装置Ｅ１がクライアント・アドレスとこのクライア
ント・アドレスに対して割り当てられたＩＰアドレスに関するアドレス対応テーブルとを
生成可能にするならば、ＩＰアドレス割当機能はエッジ装置Ｅ１以外の特別配置の装置（
例えば、ＩＰアドレス割当サーバ装置）が持ってもよい。
【００６９】
なお、あるユーザが常に自己専用のクライアント装置Ｃを使用し、かつ他の場所にこのク
ライアント装置Ｃを移動しない場合には、ネットワーク・アクセス・サービス加入時に固
定的なＩＰアドレスを割り当て、この固定割り当てＩＰアドレスがそのままクライアント
・アドレスとして用いられてもよい。ＩＰｖ４ではＩＰアドレス空間の制限により、この
ような前提を置くことは不可能と思慮されるが、プライベート・アドレスを自由に用いる
ことができるようなイントラネットでは可能である。
【００７０】
これによると、ＩＰネットワークＮＷ（厳密には、エッジ装置Ｅ１）には、ユーザがＩＰ
ネットワークＮＷにアクセスする度に動的にＩＰアドレスを割り当てる機能、及びアドレ
ス対応テーブルを管理する機能を不要にすることができる。
【００７１】
〈サービス制御装置ＳＣのキャッシュ管理データベース１３〉
図４に示すように、サービス制御装置ＳＣ内のキャッシュ管理データベース１３は、処理
前コンテンツ名（コンテンツ・サーバ装置ＣＳに保持されているコンテンツ原本の名前）
、処理前コンテンツに対して適用されたコンテンツ処理ルール、処理後コンテンツ名、及
び処理後コンテンツがキャッシュとして保持されているエッジ装置アドレスの各情報を保
持している。
【００７２】
この例では、処理前コンテンツ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔ
ｍｌ」に対して高品質辞書を用いた英日翻訳サービス（「ｅｎ＿ｔｏ＿ｊａ　＆　ｈｉｇ
ｈ」というコンテンツ処理ルールで識別される）を適用することにより、処理後コンテン
ツ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」を生成し、この
処理後コンテンツがアドレス「Ｅ１」を持つエッジ装置Ｅ１にキャッシュされていること
を示している。なお、これらの情報に加えて、処理前コンテンツの有効期限及び更新日時
などの情報をキャッシュ管理データベース１３に保存することにより、処理前コンテンツ
及び処理後コンテンツが古くなったことを検出することが可能となる。
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【００７３】
また、サービス制御装置ＳＣを所有するコンテンツ処理サービス事業者が複数存在する場
合、コンテンツ処理サービス事業者が異なれば、処理前コンテンツが同じであっても処理
後コンテンツが異なるケースも起こりえるため、これらの情報に加えてコンテンツ処理サ
ービス事業者名情報が保持されたり、あるいはコンテンツ処理サービス事業者毎にキャッ
シュ管理データベース１３が分割管理されてもよい。また、必要に応じてその他の情報が
キャッシュ管理データベース１３に保持されてもよい。
【００７４】
〈サービス制御装置ＳＣの課金データベース１４〉
図５に示すように、サービス制御装置ＳＣ内の課金データベース１４は、コンテンツ処理
サービスを受けたクライアント装置Ｃのアドレス、クライアント装置Ｃに提供されたコン
テンツ処理サービス種別名、コンテンツ処理サービス・レベル、及びサービス提供時刻の
各情報を保持している。
【００７５】
この例では、クライアント・アドレス「Ｃ」を持つユーザに対して、サービス種別「ａｃ
ｃｅｓｓ＿ｆｉｌｔｅｒ」（アクセス・フィルタ・サービス）及びサービス・レベル「ｇ
ｅｎｅｒｉｃ」（一般）が、ある時刻「ＹＹＹＹ：ＭＭ：ＤＤ：ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ」（年
・月・日・時・分・秒）に提供されたことを示している。なお、課金データベース１４は
コンテンツ処理サービス事業者毎に分割管理されてもよい。また、必要に応じてその他の
情報が課金データベース１４に保持されてもよい。
【００７６】
〔コンテンツ処理サービス制御システムの動作〕
次に、上述したコンテンツ処理サービス制御システム１の動作例について、図１から図２
７を併せ参照して説明する。
【００７７】
以下に述べる各動作例では、Ｗｅｂコンテンツに対するコンテンツ処理を行うこととする
。各動作説明においては、特に限定を要する場合を除いて、ＩＰネットワークＮＷの介在
を省略する。また、各動作例の記述において、小括弧付き数字は処理手順のステップ番号
を示す。
【００７８】
〈クライアント装置Ｃ〉
クライアント装置Ｃは所望のコンテンツを取得する場合、図６に示すように、次のステッ
プ（１）～（４）の処理を実行する。
【００７９】
（１）開始、
（２）エッジ装置Ｅ１のコンテンツ転送部２１にコンテンツ取得要求メッセージ（以下、
単にコンテンツ要求と記載することもある）を送信する、
（３）エッジ装置Ｅ１のコンテンツ転送部２１からコンテンツ取得応答メッセージ（以下
、単にコンテンツ応答と記載することもある）を受信する、
（４）終了。
【００８０】
〈コンテンツ・サーバ装置ＣＳ〉
コンテンツ・サーバ装置ＣＳは要求されたコンテンツを応答（返送）する場合、図７に示
すように、次のステップ（１）～（４）の処理を実行する。
（１）開始、
（２）エッジ装置Ｅ１のコンテンツ転送部２１からコンテンツ取得要求メッセージを受信
する、
（３）エッジ装置Ｅ１のコンテンツ転送部２１に要求されたコンテンツをコンテンツ取得
応答メッセージとして送信する、
（４）終了。
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【００８１】
なお、厳密には、コンテンツ・サーバ装置ＣＳはエッジ装置Ｅ２を介してメッセージなど
の情報を送受信するが、各動作説明においては、特に限定を要する場合を除いて、エッジ
装置Ｅ２の介在を省略する。
【００８２】
〈エッジ装置Ｅ１のコンテンツ転送部２１〉
エッジ装置Ｅ１のコンテンツ転送部２１は、同一エッジ装置内の他の機能部、あるいは他
装置（クライアント装置Ｃ、エッジ装置Ｅ２、コンテンツ・サーバ装置ＣＳ、コンテンツ
処理サーバ装置ＣＡ）から情報を受信した場合、図８に示すように、次のステップ（１）
～（２０）の処理を実行する。
【００８３】
（１）開始、
（２）コンテンツ・サーバ装置ＣＳ、あるいはエッジ装置Ｅ１内の処理後コンテンツ・サ
ーバ部２６からコンテンツ応答を受信した場合、（１０）の処理実行、
（３）プロキシ部２４からコンテンツ応答を受信した場合、（１２）の処理を実行する。
【００８４】
（４）処理後コンテンツ・クライアント部２５から処理後コンテンツ要求を受信した場合
、（１３）の処理実行、
（５）処理後コンテンツ・サーバ部２６から処理後コンテンツ応答を受信した場合、（１
４）の処理を実行する。
【００８５】
（６）プロキシ部２４からコンテンツ要求を受信した場合、（１５）の処理実行、
（７）クライアント装置Ｃ、あるいは処理後コンテンツ・クライアント部２５からコンテ
ンツ要求を受信した場合、（１６）の処理実行、
（８）プロキシ部２４からコンテンツ処理要求を受信した場合、（１８）の処理を実行す
る。
【００８６】
（９）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡからコンテンツ処理応答を受信した場合、（１９）
の処理実行、
（１０）受信したコンテンツ応答をプロキシ部２４に送信する必要があるか否かを判定す
る。Ｙｅｓならば（１１）、Ｎｏならば（１２）の処理を実行する。
【００８７】
（１１）プロキシ部２４にコンテンツ応答を送信して、（２０）の処理実行、
（１２）クライアント装置Ｃあるいはエッジ装置Ｅ１内の処理後コンテンツ・クライアン
ト部２５にコンテンツ応答を送信して、（２０）の処理実行、
（１３）処理後コンテンツ・サーバ部２６に処理後コンテンツ要求を送信して、（２０）
の処理を実行する。
【００８８】
（１４）処理後コンテンツ・クライアント部２５に処理後コンテンツ応答を送信して、（
２０）の処理実行、
（１５）コンテンツ要求をコンテンツ・サーバ装置ＣＳあるいは処理後コンテンツ・サー
バ部２６に送信して、（２０）の処理実行、
（１６）受信したコンテンツ要求をプロキシ部２４に送信する必要があるか否かを判定す
る。Ｙｅｓならば（１７）、Ｎｏならば（１５）の処理を実行する。
【００８９】
（１７）プロキシ部２４にコンテンツ要求を送信して、（２０）の処理実行、
（１８）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡにコンテンツ処理要求を送信して、（２０）の処
理実行、
（１９）プロキシ部２４にコンテンツ処理応答を送信して、（２０）の処理実行、
（２０）終了。
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【００９０】
〈エッジ装置Ｅ１のプロキシ部２４（トリガ分析処理）〉
エッジ装置Ｅ１のプロキシ部２４は、コンテンツ転送部２１から受信した情報に基づいて
、コンテンツ処理サービス起動トリガを分析する場合、図９に示すように、次のステップ
（１）～（３１）の処理を実行する。
【００９１】
（１）開始、
（２）コンテンツ転送部２４からコンテンツ処理応答を受信した場合、（６）の処理実行
、
（３）コンテンツ転送部２４からコンテンツ要求を受信した場合、（１２）の処理実行、
（４）コンテンツ転送部２４から処理後コンテンツ応答を受信した場合、（２１）の処理
実行、
（５）コンテンツ転送部２４からコンテンツ応答を受信した場合、（２５）の処理を実行
する。
【００９２】
（６）以前に行われたサービス制御命令に基づいて、受信したコンテンツをキャッシュす
るか否かを判定する。Ｙｅｓならば（７）、Ｎｏならば（９）の処理実行、
（７）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャッシュ登録要求を送信する、
（８）応答を受信する、
（９）コンテンツ処理が適用されたのはコンテンツ要求、あるいはコンテンツ応答のいず
れであるかを判定する。コンテンツ要求ならば（１０）、コンテンツ応答ならば（１１）
の処理実行、
（１０）コンテンツ要求を生成して、（１２）の処理を実行する。
【００９３】
（１１）コンテンツ応答を生成して、（２８）の処理実行、
（１２）コンテンツ要求に対するコンテンツ処理を行うか否かの条件（要求トリガ条件）
を分析する、
（１３）要求トリガ条件が満足されたか否かを判定する。Ｙｅｓならば（１４）、Ｎｏな
らば（１６）の処理実行、
（１４）インタワーク部２０にトリガ通知を送信する、
（１５）サービス制御命令待ち状態に遷移する。
【００９４】
（１６）要求の対象となっているコンテンツがキャッシュされているか否かを調べるため
に、処理前コンテンツ・キャッシュ部２２にキャッシュ検索要求を送信する、
（１７）処理前コンテンツ・キャッシュ部２２から応答を受信する、
（１８）処理前コンテンツがキャッシュされていたか否かを判定する。Ｙｅｓならば（２
０）、Ｎｏならば（１９）の処理実行、
（１９）コンテンツ転送部２１にコンテンツ要求を送信して、（３１）の処理実行、
（２０）キャッシュされていた処理前コンテンツを用いてコンテンツ応答を生成して、（
２８）の処理を実行する。
【００９５】
（２１）以前に行われたサービス制御命令に基づいて、受信した処理後コンテンツをキャ
ッシュするか否かを判定する。Ｙｅｓならば（２２）、Ｎｏならば（２４）の処理実行、
（２２）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャッシュ登録要求を送信する、
（２３）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３からキャッシュ登録応答を受信する、
（２４）コンテンツ応答を生成して、（２８）の処理実行、
（２５）受信した処理前コンテンツをキャッシュするか否かを判定する。Ｙｅｓならば（
２６）、Ｎｏならば（２８）の処理を実行する。
【００９６】
（２６）処理前コンテンツ・キャッシュ部２２にキャッシュ登録要求を送信する、
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（２７）処理前コンテンツ・キャッシュ部２２からキャッシュ登録応答を受信する、
（２８）コンテンツ応答に対するコンテンツ処理を行うか否かの条件（応答トリガ条件）
を分析する、
（２９）応答トリガ条件が満足されたか否かを判定する。Ｙｅｓならば（１４）、Ｎｏな
らば（３０）の処理実行、
（３０）コンテンツ転送部２１にコンテンツ応答を送信する、
（３１）終了。
【００９７】
〈エッジ装置Ｅ１のプロキシ部２４（サービス制御命令受信処理）〉
エッジ装置Ｅ１のプロキシ部２４は、インタワーク部２０を介してサービス制御装置ＳＣ
からのサービス制御命令を受信した場合、図１０に示すように、次のステップ（１）～（
２１）の処理を実行する。
【００９８】
（１）サービス制御命令待ち状態、
（２）インタワーク部２０からサービス制御命令を受信する、
（３）サービス制御命令を分析する、
（４）サービス制御命令はコンテンツ処理の実行を要求しているか否かを判定する。Ｙｅ
ｓならば（１９）、Ｎｏならば（５）の処理実行、
（５）サービス制御命令は自エッジ装置Ｅ１が保持している処理後コンテンツ・キャッシ
ュの使用を要求しているか否かを判定する。Ｙｅｓならば（６）、Ｎｏならば（１４）の
処理を実行する。
【００９９】
（６）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャッシュ検索要求を送信する、
（７）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３からキャッシュ検索応答を受信する、
（８）キャッシュされていた処理後コンテンツ・キャッシュを用いてコンテンツ応答を生
成する、
（９）応答トリガ条件を分析する、
（１０）応答トリガ条件が満足されたか否かを判定する。Ｙｅｓならば（１１）、Ｎｏな
らば（１３）の処理を実行する。
【０１００】
（１１）インタワーク部２０にトリガ通知を送信する、
（１２）サービス制御命令待ち状態に遷移する、
（１３）コンテンツ転送部２１にコンテンツ応答を送信して、（２１）の処理実行、
（１４）サービス制御命令はトリガ条件の設定要求であるか否かを判定する。Ｙｅｓなら
ば（１５）、Ｎｏならば（１７）の処理実行、
（１５）トリガ条件を設定する。
【０１０１】
（１６）インタワーク部２０にトリガ条件設定応答を送信して、（２１）の処理実行、
（１７）サービス制御命令により他エッジ装置内の処理後コンテンツ・サーバ部２６で保
持されている処理後コンテンツを取得することが要求されたため、コンテンツ要求をこの
エッジ装置内の処理後コンテンツ・サーバ部２６に転送するための処理後コンテンツ要求
を生成する、
（１８）コンテンツ転送部２１に処理後コンテンツ要求を送信する、
（１９）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡに送信するためのコンテンツ処理要求を生成する
、
（２０）コンテンツ転送部２１にコンテンツ処理要求を送信する、
（２１）終了。
【０１０２】
〈エッジ装置Ｅ１のインタワーク部２０（サービス制御装置ＳＣへの通知処理）〉
エッジ装置Ｅ１のインタワーク部２０は、プロキシ部２４からサービス制御装置ＳＣとの



(17) JP 4629948 B2 2011.2.9

10

20

30

40

50

インタワーク要求を受信した場合、図１１に示すように、次のステップ（１）～（１４）
の処理を実行する。
【０１０３】
（１）開始、
（２）プロキシ部２４からトリガ通知を受信した場合、（６）の処理実行、
（３）処理後コンテンツ・クライアント部２５から処理後コンテンツ取得応答を受信した
場合、（８）の処理実行、
（４）処理後コンテンツ・クライアント部２５から処理後コンテンツ生成応答を受信した
場合、（１０）の処理実行、
（５）処理後コンテンツ・サーバ部２６から処理後コンテンツ削除応答を受信した場合、
（１２）の処理を実行する。
【０１０４】
（６）サービス制御装置ＳＣのサービス制御部１０に送信するためのメッセージを生成す
る、
（７）サービス制御部１０にトリガ通知を送信して、（１４）の処理実行、
（８）サービス制御部１０に送信するためのメッセージを生成する、
（９）サービス制御部１０に処理後コンテンツ取得応答を送信して、（１４）の処理実行
、
（１０）サービス制御部１０に送信するためのメッセージを生成する。
【０１０５】
（１１）サービス制御部１０に処理後コンテンツ生成応答を送信する、
（１２）サービス制御部１０に送信するためのメッセージを生成する、
（１３）サービス制御部１０に処理後コンテンツ削除応答を送信する、
（１４）終了。
【０１０６】
〈エッジ装置Ｅ１のインタワーク部２０（サービス制御命令受信処理）〉
エッジ装置Ｅ１のインタワーク部１０は、サービス制御装置ＳＣのサービス制御部１０か
らサービス制御命令を受信した場合、図１２に示すように、次のステップ（１）～（１７
）の処理を実行する。
【０１０７】
（１）開始、
（２）サービス制御部１０からサービス制御命令を受信した場合、（６）の処理実行、
（３）サービス制御部１０から処理後コンテンツ取得要求を受信した場合、（１１）の処
理実行、
（４）サービス制御部１０から処理後コンテンツ生成要求を受信した場合、（１３）の処
理実行、
（５）サービス制御部１０から処理後コンテンツ削除要求を受信した場合、（１５）の処
理を実行する。
【０１０８】
（６）受信したサービス制御命令の送信先を判定する。送信先がコンテンツ処理サーバ装
置ＣＡならば（７）の処理実行、プロキシ部２４ならば（９）の処理実行、
（７）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡに送信するメッセージを生成する、
（８）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡにサービス制御命令を送信して、（１７）の処理実
行、
（９）プロキシ部２４に送信するメッセージを生成する、
（１０）プロキシ部２４にサービス制御命令を送信して、（１７）の処理を実行する。
【０１０９】
（１１）処理後コンテンツ・クライアント部２５に送信するメッセージを生成する、
（１２）処理後コンテンツ・クライアント部２５に処理後コンテンツ取得要求を送信して
、（１７）の処理実行、
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（１３）処理後コンテンツ・クライアント部２５に送信するメッセージを生成する、
（１４）処理後コンテンツ・クライアント部２５に処理後コンテンツ生成要求を送信する
、
（１５）処理後コンテンツ・サーバ部２６に送信するメッセージを生成する、
（１６）処理後コンテンツ・サーバ部２６に処理後コンテンツ削除要求を送信する、
（１７）終了。
【０１１０】
〈サービス制御装置ＳＣのトリガ設定処理〉
サービス制御装置ＳＣは、エッジ装置Ｅ１に対してコンテンツ処理のためのトリガ条件を
設定する場合、図１３に示すように、次のステップ（１）～（６）の処理を実行する。
【０１１１】
（１）開始、
（２）トリガ条件を決定する。トリガ条件として設定する項目には、クライアント装置Ｃ
のアドレス、コンテンツ要求及びコンテンツ応答のいずれに対してコンテンツ処理を適用
するのか、コンテンツの属性に関する条件（例えば、コンテンツ記述言語が日本語以外）
、トリガ条件設定先エッジ装置のアドレスがある。なお、トリガ条件設定先エッジ装置は
クライアント装置Ｃを収容するエッジ装置Ｅ１となる。
【０１１２】
（３）インタワーク部２０に送信するメッセージを生成する、
（４）インタワーク部２０に対してトリガ条件設定要求を送信する。なお、このトリガ条
件設定要求はサービス制御命令としてインタワーク部２０を介してプロキシ部２４に転送
される、
（５）インタワーク部２０からトリガ条件設定応答を受信する、
（６）終了。
【０１１３】
〈サービス制御装置ＳＣのトリガ通知受信処理〉
サービス制御装置ＳＣは、エッジ装置Ｅ１からサービス起動トリガを受信した場合、図１
４に示すように、次のステップ（１）～（２４）の処理を実行する。なお、トリガ条件の
設定は上述したトリガ設定処理により完了しているものとする（以下の動作例においては
、特に明記しない限りトリガ条件の設定は完了しているものとする）。
【０１１４】
（１）開始、
（２）インタワーク部２０からトリガ通知を受信する、
（３）トリガ通知を分析する、
（４）加入者管理データベース１２に加入者情報要求を送信する、
（５）加入者管理データベース１２から加入者情報応答を受信する。
【０１１５】
（６）トリガ通知情報及び加入者情報に基づいて、コンテンツ処理ルールを決定する、
（７）コンテンツ要求及びコンテンツ応答のいずれに対して処理を行っているかを判定す
る。コンテンツ要求ならば（２２）、コンテンツ応答ならば（８）の処理実行、
（８）キャッシュ管理データベース１３に処理後コンテンツ検索要求を送信する、
（９）キャッシュ管理データベース１３から処理後コンテンツ検索応答を受信する。検索
応答の結果としては、処理後コンテンツ・キャッシュの有無と、キャッシュが存在する場
合には、処理後コンテンツＩＤと、このキャッシュを管理するサーバＩＤ（サーバＩＤの
リスト）と、キャッシュの有効期限や処理後コンテンツ作成のベースとなった処理前コン
テンツの更新日時などとが得られる。
【０１１６】
（１０）キャッシュを使用するか否かを判定する。この判定の基準として、現在制御対象
としているエッジ装置に処理後コンテンツ・キャッシュが存在するか否か、他のエッジ装
置に処理後コンテンツ・キャッシュが存在しても制御対象エッジ装置に新たな処理後コン
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テンツ・キャッシュを生成するか否か、既存の処理後コンテンツ・キャッシュは古くて使
用不可であるか否か、処理後コンテンツ・キャッシュを保持しているエッジ装置に障害が
発生しているか否か、などが考えられるが、この判定を行うかの具体的な基準については
示さない。なお、処理後コンテンツ・キャッシュが存在しない場合には、キャッシュは使
用不可と判断される。Ｙｅｓならば（１１）、Ｎｏならば（１６）の処理を実行する。
【０１１７】
（１１）処理後コンテンツをキャッシュとして保持している処理後コンテンツ・サーバ部
２６を選択する。なお、該当する処理後コンテンツ・サーバ部２６が複数存在する場合、
そのうちの１つを選択する。このときの選択基準として、現在制御対象としているエッジ
装置からの距離、処理後コンテンツ・サーバ部２６の負荷状況などを用いることが考えら
れる。
【０１１８】
（１２）既存の処理後コンテンツ・キャッシュを使用するためのサービス制御命令を生成
する。このとき、制御対象エッジ装置内に処理後コンテンツがキャッシュされていないと
き、このエッジ装置内に処理後コンテンツをキャッシュするか否かも指定する。
【０１１９】
（１３）インタワーク部２０にサービス制御命令を送信する。サービス制御命令はインタ
ワーク部２０を介してプロキシ部２４に送信される、
（１４）処理後コンテンツ・キャッシュの使用にあたって課金を行うとき、課金データベ
ース１４に課金データ生成要求を送信する、
（１５）課金データベース１４から課金データ生成応答を受信した場合、（２４）の処理
を実行する。
【０１２０】
（１６）コンテンツ処理を行う際に使用するコンテンツ処理サーバ装置ＣＡを選択する。
コンテンツ処理サーバ装置ＣＡが複数存在する場合には、そのうちの１つを選択する。こ
のときの選択基準として、現在制御対象としているエッジ装置からの距離、コンテンツ処
理サーバ装置ＣＡの負荷状況などを用いることが考えられる。
【０１２１】
（１７）コンテンツ処理の結果から得られた処理後コンテンツを現在制御対象としている
エッジ装置Ｅ１内の処理後コンテンツ・キャッシュ部２３でキャッシュするか否かを決定
する。
【０１２２】
（１８）コンテンツ処理実行のためのサービス制御命令を生成する。このとき、（１７）
で決定された処理後コンテンツのキャッシュの可否を指定する、
（１９）（１７）においてキャッシュすることと判断されたか否かを判定する。Ｙｅｓな
らば（２０）、Ｎｏならば（２２）の処理実行、
（２０）キャッシュ管理データベース１３にキャッシュ登録要求を送信する。
【０１２３】
（２１）キャッシュ管理データベース１３からキャッシュ登録応答を受信する、
（２２）インタワーク部２０にサービス制御命令を送信する。このサービス制御命令はイ
ンタワーク部２０を介してコンテンツ処理サーバ装置ＣＡに送信される、
（２３）インタワーク部２０にサービス制御命令を送信する。このサービス制御命令はイ
ンタワーク部２０を介してプロキシ部２４に送信される。（１４）の処理実行、
（２４）終了。
【０１２４】
〈サービス制御装置ＳＣの処理後コンテンツ取得処理〉
サービス制御装置ＳＣは、あるエッジ装置に保持されている処理後コンテンツを別のエッ
ジ装置に転送する場合、図１５に示すように、次のステップ（１）～（１０）の処理を実
行する。
【０１２５】
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（１）開始、
（２）取得対象とする処理後コンテンツを決定する、
（３）必要に応じて、キャッシュ管理データベース１３にキャッシュ検索要求を送信する
、
（４）キャッシュ管理データベース１３からキャッシュ検索応答を受信する、
（５）インタワーク部２０に送信するメッセージを生成する。
【０１２６】
（６）インタワーク部２０に処理後コンテンツ取得要求を送信する、
（７）インタワーク部２０から処理後コンテンツ取得応答を受信する、
（８）キャッシュ管理データベース１３にキャッシュ登録要求を送信する、
（９）キャッシュ管理データベース１３からキャッシュ登録応答を受信する、
（１０）終了。
【０１２７】
〈サービス制御装置ＳＣの処理後コンテンツ削除処理〉
サービス制御装置ＳＣは、エッジ装置Ｅ１で保持されている処理後コンテンツの削除を行
う場合、図１６に示すように、次のステップ（１）～（１１）の処理を実行する。
【０１２８】
（１）開始、
（２）削除対象とする処理後コンテンツを決定する、
（３）必要に応じて、キャッシュ管理データベース１３にキャッシュ検索要求を送信する
、
（４）キャッシュ管理データベース１３からキャッシュ検索応答を受信する、
（５）インタワーク部２０に送信するメッセージを生成する。
【０１２９】
（６）インタワーク部２０に処理後コンテンツ削除要求を送信する、
（７）インタワーク部２０から処理後コンテンツ削除応答を受信する、
（８）キャッシュ管理データベース１３にキャッシュ削除要求を送信する、
（９）キャッシュ管理データベース１３からキャッシュ削除応答を受信する、
（１０）削除対象のすべての処理後コンテンツを削除したか否かを判定する。Ｙｅｓなら
ば（１１）、Ｎｏならば（５）の処理実行、
（１１）終了。
【０１３０】
〈サービス制御装置ＳＣの処理後コンテンツ生成処理〉
サービス制御装置ＳＣは、コンテンツ・サーバ装置ＣＳに保持された処理前コンテンツを
用いてエッジ装置に新たに処理後コンテンツをキャッシュさせる場合、図１７に示すよう
に、次のステップ（１）～（７）の処理を実行する。
【０１３１】
（１）開始、
（２）取得対象の処理前コンテンツ、この処理前コンテンツを用いてどのようなコンテン
ツ処理を行うのか、処理後コンテンツに付与する名前、及びこの処理後コンテンツをキャ
ッシュするエッジ装置を決定する。必要であれば、処理後コンテンツを生成するために必
要なトリガの設定を行う。
【０１３２】
（３）インタワーク部２０に処理後コンテンツ生成要求を送信する。このとき、（２）で
決定した処理前コンテンツ名、処理後コンテンツ名、及びエッジ装置を指定する。
【０１３３】
（４）インタワーク部２０から処理後コンテンツ生成応答を受信する。なお、サービス制
御装置ＳＣは処理後コンテンツ生成応答を受信する前に、処理後コンテンツを生成するた
めにエッジ装置Ｅ１及びコンテンツ処理サーバ装置ＣＡの制御を行うが、この手順につい
ては、上述したトリガ受信処理と同様であるため、ここでは省略する。
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【０１３４】
（５）キャッシュ管理データベース１３に生成した処理後コンテンツに対するキャッシュ
登録要求を送信する、
（６）キャッシュ管理データベース１３からキャッシュ登録応答を受信する、
（７）終了。
【０１３５】
〈エッジ装置Ｅ１の処理後コンテンツ・クライアント部２５〉
エッジ装置Ｅ１の処理後コンテンツ・クライアント部２５は、他エッジ装置内の処理後コ
ンテンツ・サーバ部２６から処理後コンテンツを取得する場合、またはコンテンツ・サー
バ装置ＣＳからコンテンツを取得する過程でコンテンツ処理サーバ装置ＣＡにおいてコン
テンツ処理が適用されることによって処理後コンテンツを取得する場合、図１８に示すよ
うに、次のステップ（１）～（１４）の処理を実行する。
【０１３６】
（１）開始、
（２）インタワーク部２０から処理後コンテンツ取得要求を受信した場合、（４）の処理
実行、
（３）インタワーク部２０から処理後コンテンツ生成要求を受信した場合、（９）の処理
実行、
（４）処理後コンテンツ・サーバ部２６に処理後コンテンツ要求を送信する、
（５）処理後コンテンツ・サーバ部２６から処理後コンテンツ応答を受信する。
【０１３７】
（６）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャッシュ登録要求を送信する、
（７）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３からキャッシュ登録応答を受信する、
（８）インタワーク部２０に処理後コンテンツ取得応答を送信する、
（９）コンテンツ転送部２１にコンテンツ要求を送信する、
（１０）コンテンツ転送部２１からコンテンツ応答を受信する。受信するコンテンツは、
コンテンツ処理サーバ装置ＣＡによってコンテンツ処理が適用された処理後コンテンツで
ある。
【０１３８】
（１１）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３に取得した処理後コンテンツのキャッシュ
登録要求を送信する、
（１２）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３からキャッシュ登録応答を受信する、
（１３）インタワーク部２０に処理後コンテンツ生成応答を送信する、
（１４）終了。
【０１３９】
〈エッジ装置Ｅ１の処理後コンテンツ・サーバ部２６〉
エッジ装置Ｅ１の処理後コンテンツ・サーバ部２６は、他のエッジ装置内の処理後コンテ
ンツ・クライアント部２５あるいはあるコンテンツ要求が処理後コンテンツ要求の形に変
換されることによって発生した他のエッジ装置内のコンテンツ転送部２１からの要求に基
づいてキャッシュされた処理後コンテンツを応答する場合、またはサービス制御装置ＳＣ
からの要求に基づいて自エッジ装置Ｅ１内にキャッシュされた処理後コンテンツを削除す
る場合、図１９に示すように、次のステップ（１）～（１２）の処理を実行する。
【０１４０】
（１）開始、
（２）コンテンツ転送部２１あるいは処理後コンテンツ・クライアント部２５から処理後
コンテンツ要求を受信した場合、（４）の処理実行、
（３）インタワーク部２０から処理後コンテンツ削除要求を受信した場合、（９）の処理
実行、
（４）処理後コンテンツ要求を分析する。
【０１４１】
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（５）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャッシュ検索要求を送信する、
（６）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３からキャッシュ検索応答を受信する、
（７）要求元に送信するメッセージを生成する、
（８）送信元に処理後コンテンツ応答を送信して、（１２）の処理を実行する。
【０１４２】
（９）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３にキャッシュ削除要求を送信する、
（１０）処理後コンテンツ・キャッシュ部２３からキャッシュ削除応答を受信する、
（１１）インタワーク部２０に処理後コンテンツ削除応答を送信する、
（１２）終了。
【０１４３】
〈コンテンツ処理サーバ装置ＣＡのコンテンツ処理〉
コンテンツ処理サーバ装置ＣＡは、コンテンツ処理を行う場合、図２０に示すように、次
のステップ（１）～（８）の処理を実行する。
【０１４４】
（１）開始、
（２）インタワーク部２０からサービス制御命令を受信する、
（３）コンテンツ処理に関する情報を保存して、（８）の処理実行、
（４）コンテンツ転送部２１からコンテンツ処理要求を受信する。
【０１４５】
（５）（３）で保存しておいたコンテンツ処理情報を取得する、
（６）コンテンツ処理情報に基づいてコンテンツ処理を実行する、
（７）コンテンツ転送部２１にコンテンツ処理応答を送信する、
（８）終了。
【０１４６】
〈コンテンツ処理サービスの第１の動作例：コンテンツ要求に対するコンテンツ処理〉
図２１はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、コンテンツ要求（取得要求）に対するコンテンツ処理時のシーケンスチャ
ートを示す。
【０１４７】
ここでは、クライアント装置Ｃからコンテンツ・サーバ装置ＣＳへのコンテンツ要求に対
してコンテンツ処理を行う例として、アクセス・フィルタ・サービスについて例示する。
【０１４８】
（１）サービス制御装置ＳＣがクライアント装置Ｃを収容しているエッジ装置（＃１）Ｅ
１に対してトリガ条件を設定する。ここでは、送信元アドレスとしてアクセス・フィルタ
・サービスに加入したクライアント装置Ｃのアドレス「Ｃ」、及び宛先ＴＣＰポート番号
としてＨＴＴＰプロトコルを識別するための「８０」を条件として設定する。
【０１４９】
（２）エッジ装置Ｅ１は（１）で要求されたトリガ条件を設定したことを応答する。
【０１５０】
（３）クライアント装置Ｃがエッジ装置Ｅ１に対して、ＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔｍｌ」で識別されるコンテンツの要求を送信する。
【０１５１】
（４）エッジ装置Ｅ１は受信したコンテンツ要求を分析する。エッジ装置Ｅ１は、トリガ
条件が満たされたことを検出すると、それをサービス制御装置ＳＣに送信する。
【０１５２】
（５）サービス制御装置ＳＣは、クライアント装置Ｃの位置やコンテンツ処理サーバ装置
ＣＡの負荷などを考慮して、このコンテンツ要求に対してアクセス・フィルタ・サービス
を適用する最適なコンテンツ処理サーバ装置ＣＡを選択する。ここでは、アドレス「ＣＡ
」を持つコンテンツ処理サーバ装置ＣＡが選択されたものとする。
【０１５３】
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また、必要に応じて、詳細なフィルタ条件（未成年アクセス禁止サイトなど）を加入者管
理データベース１２から取得する。その後、コンテンツ処理要求として、コンテンツ処理
サーバ装置ＣＡのアドレス「ＣＡ」とコンテンツ処理ルールの情報（ここでは、一般アク
セス・フィルタ）とをエッジ装置Ｅ１に送信する。
【０１５４】
なお、コンテンツ処理要求を受信したエッジ装置Ｅ１は、通知されたサービス制御装置Ｓ
Ｃに対してコンテンツ処理要求を転送してもよいが、ここでは、（７）で送信されるコン
テンツ処理対象となるコンテンツ要求にコンテンツ処理要求で通知されたコンテンツ処理
ルール情報を相乗りさせて通知することとする（以下の全動作例において同様）。
【０１５５】
（６）サービス制御装置ＳＣは、アドレス「ＣＳ」を持つコンテンツ・サーバ装置ＣＳに
対して接続を要求する。なお、このとき、アドレス「ＣＳ」を持つコンテンツ・サーバ装
置ＣＳのミラー・サーバとしてアドレス「ＣＳ’」を持つコンテンツ・サーバ装置ＣＳが
存在し、負荷分散のためにアドレス「ＣＳ’」を持つコンテンツ・サーバ装置ＣＳにコン
テンツ要求を転送したい場合には、サービス制御装置ＳＣは接続先アドレスとして「ＣＳ
’」を通知してもよい。
【０１５６】
（７）エッジ装置Ｅ１は、（５）で通知されたコンテンツ処理ルール（一般アクセス・フ
ィルタ）をＵＲＬの後に埋め込んだコンテンツ要求を指定されたアドレス「ＣＡ」を持つ
コンテンツ処理サーバ装置ＣＡに送信する。
【０１５７】
ここでは、エッジ装置Ｅ１とコンテンツ処理サーバ装置ＣＡとをインタワークさせるため
のプロトコルとして、ＩＣＡＰを適用する。このとき、エッジ装置Ｅ１がＩＣＡＰクライ
アント、かつコンテンツ処理サーバ装置ＣＡがＩＣＡＰサーバとなる。
【０１５８】
（８）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡは、一般アクセス・フィルタ・サービスが要求され
ていることを認識すると、コンテンツ要求にアクセス・フィルタを適用する（このケース
では、アクセス・フィルタをパスしたものとする）。コンテンツ処理サーバ装置ＣＡはＵ
ＲＬに埋め込まれたコンテンツ処理ルール情報を削除したコンテンツ要求をエッジ装置Ｅ
１に送信する。
【０１５９】
（９）エッジ装置Ｅ１はコンテンツ処理サーバ装置ＣＡからコンテンツ処理結果として受
信したコンテンツ要求をコンテンツ・サーバ装置ＣＳに送信する。
【０１６０】
（１０）コンテンツ・サーバ装置ＣＳは要求されたコンテンツをエッジ装置Ｅ１に応答す
る。
【０１６１】
（１１）エッジ装置Ｅ１は、受信したコンテンツ応答によって何らかのトリガ条件が満た
されるか否かを判定する。ここでは、トリガ条件は満たされないことを想定している。エ
ッジ装置Ｅ１は、トリガ条件が満たされないことを認識すると、コンテンツ応答をクライ
アント装置Ｃに送信する。
【０１６２】
〈コンテンツ処理サービスの第２の動作例：コンテンツ応答に対するコンテンツ処理（キ
ャッシュ未使用）〉
図２２はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、コンテンツ応答に対するコンテンツ処理時（キャッシュ未使用時）のシー
ケンスチャートを示す。
【０１６３】
ここでは、クライアント装置Ｃからの要求に従って、コンテンツ・サーバ装置ＣＳから送
信されたコンテンツ応答に対してコンテンツ処理を行う例として、英語コンテンツの日本
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語翻訳サービスについて例示する。
【０１６４】
（１）サービス制御装置ＳＣがクライアント装置Ｃを収容しているエッジ装置（＃１）Ｅ
１に対してトリガ条件を設定する。ここでは、宛先アドレスとして英日翻訳サービスに加
入したクライアント装置Ｃのアドレス「Ｃ」、送信元ＴＣＰポート番号としてＨＴＴＰプ
ロトコルを識別するための「８０」、及びコンテンツの記述言語が日本語でないことを条
件として設定する。
【０１６５】
（２）エッジ装置Ｅ１は、（１）で要求されたトリガ条件を設定したことを応答する。
【０１６６】
（３）クライアント装置Ｃがエッジ装置Ｅ１に対して、ＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔｍｌ」で識別されるコンテンツの要求を送信する。
【０１６７】
（４）エッジ装置Ｅ１は、クライアント装置Ｃから送信されたコンテンツ要求を受信し、
このコンテンツ要求によって何らかのトリガ条件が満たされるか否かを判定する。ここで
は、トリガ条件は満たされないことを想定するが、コンテンツ処理サービスの第１の動作
例に示したトリガが設定されている場合には、アクセス・フィルタ・サービスが起動され
る。
【０１６８】
エッジ装置Ｅ１は、トリガ条件が満たされないことを認識すると、コンテンツ要求をコン
テンツ・サーバ装置ＣＳに送信する。ここで、エッジ装置Ｅ１は、宛先アドレスとしての
クライアント装置Ｃのアドレス「Ｃ」及び送信元ポート番号としての「８０」がトリガ条
件として設定されている場合には、このコンテンツ要求をバッファ（図示省略）に取得す
る（以下の全動作例でも同様）。
【０１６９】
（５）コンテンツ・サーバ装置ＣＳは要求された英語コンテンツをエッジ装置Ｅ１に応答
する。
【０１７０】
（６）エッジ装置Ｅ１は受信したコンテンツ応答を分析する。コンテンツの記述言語に関
する条件は、ＨＴＴＰ　Ｃｏｎｔｅｎｔ－Ｌａｎｇｕａｇｅヘッダを調べることによって
分析する。エッジ装置Ｅ１は、トリガ条件が満たされたことを検出すると、それをサービ
ス制御装置ＳＣに送信する。このとき、（４）でバッファに格納しておいたコンテンツ要
求も同時にサービス制御装置ＳＣに送信する。
【０１７１】
（７）サービス制御装置ＳＣは、加入者管理データベース１２を参照することにより、コ
ンテンツ応答に対して英日翻訳を適用する最適なコンテンツ処理サーバ装置ＣＡを選択す
る。
【０１７２】
また、必要に応じて、詳細な翻訳オプション条件（例えば、翻訳に使用する辞書の種類や
グレードなど）を加入者管理データベース１２から取得する。その後、コンテンツ処理要
求として、コンテンツ処理サーバ装置ＣＡのアドレス「ＣＡ」とコンテンツ処理ルール情
報（ここでは、英日翻訳、辞書グレードはｈｉｇｈ）をエッジ装置Ｅ１に送信する。
【０１７３】
（８）サービス制御装置ＳＣは、アドレス「Ｃ」を持つクライアント装置Ｃに対して接続
を要求する。このとき、サービス制御装置ＳＣは英日翻訳された処理後コンテンツをエッ
ジ装置Ｅ１にキャッシュするか否かについても同時に指定する。
【０１７４】
この例では、キャッシュするようにすると、サービス制御装置ＳＣは、処理前コンテンツ
のＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔｍｌ」、コンテンツ処
理ルール（英日翻訳、辞書グレード）、この処理前コンテンツにコンテンツ処理ルールを
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適用した結果から生成された処理後コンテンツを識別するためのＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」、処理後キャッシュを管理するエッ
ジ装置Ｅ１のアドレス「Ｅ１」をキャッシュ管理データベース１３に登録する。
【０１７５】
（９）エッジ装置Ｅ１は、（７）で通知されたコンテンツ処理ルール（英日翻訳、高品質
辞書）をクッキー（Ｃｏｏｋｉｅ）として埋め込んだコンテンツ応答を指定されたアドレ
ス「ＣＡ」を持つコンテンツ処理サーバ装置ＣＡに送信する。
【０１７６】
（１０）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡは、高品質辞書を用いた英日翻訳サービスが要求
されていることを認識すると、コンテンツ応答に英日翻訳を適用する。コンテンツ処理サ
ーバ装置ＣＡは、コンテンツ記述言語を日本語に設定し、クッキー情報を削除したコンテ
ンツ応答をエッジ装置Ｅ１に送信する。
【０１７７】
（１１）エッジ装置Ｅ１はコンテンツ処理サーバ装置ＣＡからコンテンツ処理結果として
受信したコンテンツ応答をクライアント装置Ｃに送信する。
【０１７８】
〈コンテンツ処理サービスの第３の動作例：コンテンツ応答に対するコンテンツ処理（自
エッジ装置内キャッシュの使用）〉
図２３はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、コンテンツ応答に対するコンテンツ処理時（自エッジ装置内キャッシュ使
用時）のシーケンスチャートを示す。
【０１７９】
ここでは、コンテンツ処理サービスの第２の動作例と同様の英日翻訳サービスを処理後コ
ンテンツを用いて実現する場合について例示する。
【０１８０】
（１）～（６）上述したコンテンツ処理サービスの第２の動作例と同様。ここでは、処理
前コンテンツはエッジ装置Ｅ１にキャッシュされていないことを想定している。
【０１８１】
（７）サービス制御装置ＳＣは、コンテンツ処理サービスの第２の動作例と同様の処理手
順でコンテンツ処理ルールを決定した後、（６）で通知された情報に設定されているＵＲ
Ｌ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔｍｌ」とコンテンツ処理ルー
ルとをキーにして、キャッシュ管理データベース１３を検索する。
【０１８２】
サービス制御装置ＳＣは、検索の結果、該当する有効な処理後コンテンツが存在すること
が分かると、処理後コンテンツを保持する最適なエッジ装置Ｅ１を選択する。サービス制
御装置ＳＣが現在制御対象としているエッジ装置（＃１）Ｅ１が処理後コンテンツを保持
していれば、このエッジ装置Ｅ１が最適なエッジ装置となる。それ以外の場合には、エッ
ジ装置との距離などを考慮して最適なエッジ装置を選択する。
【０１８３】
この例では、エッジ装置（＃１）Ｅ１に処理後コンテンツが保持されているケース、すな
わちコンテンツ処理サービスの第２の動作例に示される処理を実行した後にこの第３の動
作例の処理を実行した場合を想定しているため、サービス制御装置ＳＣは最適なエッジ装
置としてエッジ装置（＃１）Ｅ１を選択する。
【０１８４】
サービス制御装置ＳＣは、クライアント装置Ｃに接続を要求する際に、処理後コンテンツ
を保持しているエッジ装置Ｅ１のアドレス「Ｅ１」と処理後コンテンツのＵＲＬ「ｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」とを一緒に通知する。
【０１８５】
（８）エッジ装置Ｅ１は、接続要求を分析し、自エッジ装置に保持している処理後コンテ
ンツを使用することが要求されていることを認識すると、処理後コンテンツを使用してク
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ライアント装置Ｃに返すためのコンテンツ応答を生成する。
【０１８６】
（９）エッジ装置Ｅ１は生成したコンテンツ応答をクライアント装置Ｃに送信する。
【０１８７】
〈コンテンツ処理サービスの第４の動作例：コンテンツ応答に対するコンテンツ処理（他
エッジ装置内キャッシュの使用）〉
図２４はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、コンテンツ応答に対するコンテンツ処理（他エッジ装置内のキャッシュ使
用時）のシーケンスチャートを示す。
【０１８８】
この第４の動作例では、上述したコンテンツ処理サービスの第３の動作例と同様のケース
で、自エッジ装置内に処理後コンテンツがキャッシュされておらず、他エッジ装置でキャ
ッシュされている処理後コンテンツを使用する場合について例示する。
【０１８９】
（１）～（６）上述したコンテンツ処理サービスの第３の動作例と同様。
【０１９０】
（７）サービス制御装置ＳＣは、コンテンツ処理サービスの第２の動作例と同様の処理手
順でコンテンツ処理ルールを決定した後、（６）で通知された情報に設定されているＵＲ
Ｌ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔｍｌ」とコンテンツ処理ルー
ルとをキーにして、キャッシュ管理データベース１３を検索する。
【０１９１】
サービス制御装置ＳＣは、検索の結果、該当する有効な処理後コンテンツが存在すること
が分かると、処理後コンテンツを保持する最適なエッジ装置を選択する。サービス制御装
置ＳＣが現在制御対象としているエッジ装置（＃１）Ｅ１が処理後コンテンツを保持して
いれば、このエッジ装置Ｅ１が最適なエッジ装置となる。それ以外の場合には、エッジ装
置との距離などを考慮して最適なエッジ装置を選択する。
【０１９２】
この例では、エッジ装置Ｅ１に処理後コンテンツが保持されていないケースを想定してい
るため、サービス制御装置ＳＣは最適なエッジ装置としてエッジ装置（＃２）Ｅ２を選択
する。サービス制御装置ＳＣはクライアント装置Ｃに接続を要求する際に、処理後コンテ
ンツを保持しているエッジ装置Ｅ２のアドレス「Ｅ２」と処理後コンテンツのＵＲＬ「ｈ
ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」とを一緒に通知する。
【０１９３】
（８）エッジ装置Ｅ１は、接続要求を分析し、エッジ装置Ｅ２に保持されている処理後コ
ンテンツを使用することが要求されていることを認識すると、エッジ装置Ｅ２に対してコ
ンテンツ要求を送信する。
【０１９４】
（９）エッジ装置Ｅ２は要求されたコンテンツをエッジ装置Ｅ１に応答する。
【０１９５】
（１０）エッジ装置Ｅ１はエッジ装置Ｅ２から取得した処理後コンテンツを用いて生成し
たコンテンツ応答をクライアント装置Ｃに送信する。
【０１９６】
〈コンテンツ処理サービスの第５の動作例：エッジ装置間処理後コンテンツの転送〉
図２５はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、エッジ装置間で処理後コンテンツを転送する場合のシーケンスチャートを
示す。
【０１９７】
ここでは、サービス制御装置ＳＣからの要求に従って、エッジ装置（＃１）Ｅ１がエッジ
装置（＃２）Ｅ２にキャッシュされている処理後コンテンツを取得し、自エッジ装置Ｅ１
にキャッシュする場合について例示する。
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【０１９８】
（１）サービス制御装置ＳＣが、エッジ装置Ｅ２に処理後コンテンツがキャッシュされ、
この処理後コンテンツをエッジ装置Ｅ１にもキャッシュさせたいと認識すると、エッジ装
置Ｅ１に対して、エッジ装置Ｅ２のアドレス「Ｅ２」及び処理後コンテンツのＵＲＬ「ｈ
ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」を通知して、コンテン
ツの取得を要求する。
【０１９９】
（２）エッジ装置Ｅ１は、サービス制御装置ＳＣから受信した情報に基づいて、コンテン
ツ要求を生成し、エッジ装置Ｅ２に送信する。
【０２００】
（３）エッジ装置Ｅ２は要求されたコンテンツをエッジ装置Ｅ１に応答する。
【０２０１】
（４）エッジ装置Ｅ１はエッジ装置Ｅ２から取得した処理後コンテンツを自エッジ装置内
に保存する。エッジ装置Ｅ１は処理後コンテンツの取得を完了したことをサービス制御装
置ＳＣに通知する。
【０２０２】
〈コンテンツ処理サービスの第６の動作例：エッジ装置内処理後コンテンツ・キャッシュ
の削除〉
図２６はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、サービス制御装置ＳＣが、処理後コンテンツが無効になったことを検出し
、エッジ装置Ｅ１内の処理後コンテンツ・キャッシュが削除される場合のシーケンスチャ
ートを示す。
【０２０３】
ここで、サービス制御装置ＳＣが処理後コンテンツの無効を知る手法として、コンテンツ
・サーバ装置ＣＳからコンテンツが更新されたことを通知してもらう、サービス制御装置
ＳＣがエッジ装置Ｅ１内の処理後コンテンツ・クライアント部２５を制御してコンテンツ
・サーバ装置ＣＳに問い合わせを行う、またはサービス制御装置ＳＣ自らがコンテンツ・
サーバ装置ＣＳに問い合わせるといった方法を採ることが可能である。
【０２０４】
（１）サービス制御装置ＳＣがエッジ装置Ｅ１にある処理後コンテンツの削除を要求する
。
【０２０５】
（２）エッジ装置Ｅ１は指定されたＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔ
ｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」を持つ処理後コンテンツを削除すると、その旨をサービス制御装
置ＳＣに応答する。この応答を受信したサービス制御装置ＳＣはキャッシュ管理データベ
ース１３中の処理後コンテンツの管理情報を更新する。
【０２０６】
〈コンテンツ処理サービスの第７の動作例：網主導による処理後コンテンツの生成〉
図２７はコンテンツ処理サービス制御システムＳＹＳにおけるコンテンツ処理サービスの
動作例として、サービス制御装置ＳＣが、上記いずれかの手法で処理後コンテンツが無効
になったことを検出し、クライアント装置Ｃからの要求を待たずに新たに英日翻訳処理後
コンテンツを生成する場合のシーケンスチャートを示す。
【０２０７】
（１）サービス制御装置ＳＣが、エッジ装置Ｅ１に対して、エッジ装置Ｅ１の内部に配備
されているクライアント機能のためにトリガ条件を設定する。ここでは、宛先アドレスと
してクライアント機能のアドレス「Ｅ１」、送信元ＴＣＰポート番号としてＨＴＴＰプロ
トコルを識別するための「８０」、及びコンテンツ記述言語が日本語でないことも条件と
して設定する。
【０２０８】
（２）エッジ装置Ｅ１は（１）で要求されたトリガ条件を設定したことを応答する。
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【０２０９】
（３）サービス制御装置ＳＣは、エッジ装置Ｅ１内のクライアント機能に対して、コンテ
ンツの取得を要求する。このとき、取得対象のコンテンツのＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ｘｙｚ．ｃｏｍ／ｔｏｐ．ｈｔｍｌ」、コンテンツ・サーバ装置ＣＳのアドレス「Ｃ
Ｓ」、及び取得した処理後コンテンツに付与するＵＲＬ「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｙｚ
．ｃｏｍ／ｔｏｐ／ｊａ．ｈｔｍｌ」を通知する。
【０２１０】
（４）エッジ装置Ｅ１のクライアント機能は、エッジ装置Ｅ１のプロキシ・キャッシュ機
能を経由して、コンテンツ・サーバ装置ＣＳにコンテンツ要求を送信する。
【０２１１】
（５）～（９）上述したコンテンツ処理サービスの第２の動作例の（５）～（９）と同様
。
【０２１２】
（１０）コンテンツ処理サーバ装置ＣＡは、高品質辞書を用いた英日翻訳サービスが要求
されていることを認識すると、コンテンツ応答に英日翻訳を適用する。コンテンツ処理サ
ーバ装置ＣＡは、コンテンツ記述言語を日本語に設定し、クッキー情報を削除したコンテ
ンツ応答をエッジ装置Ｅ１に送信する。
【０２１３】
エッジ装置Ｅ１はこのコンテンツ応答を自エッジ装置内のクライアント機能に送信する。
コンテンツ応答を受信したクライアント機能は、コンテンツを（３）で通知された処理後
コンテンツのＵＲＬ及び処理後コンテンツと共にキャッシュに登録する。
【０２１４】
（１１）エッジ装置Ｅ１のクライアント機能は、処理後コンテンツを取得した旨をサービ
ス制御装置ＳＣに応答する。この応答を受信したサービス制御装置ＳＣは、処理後コンテ
ンツのＵＲＬ、エッジ装置Ｅ１のアドレス「Ｅ１」、及び適用したコンテンツ処理ルール
をキャッシュ管理データベース１３に登録する。
【０２１５】
〔変形例〕
上述した一実施の形態における各処理は、コンピュータで実行可能なプログラムとして提
供され、ＣＤ－ＲＯＭやフロッピーディスクなどの記録媒体、さらには通信回線を経て提
供可能である。
【０２１６】
また、上述した一実施の形態における各処理は、その任意の複数または全てを選択し組合
せて実施することもできる。
【０２１７】
上述した本発明の一実施の形態においては、サービス制御装置ＳＣとインタワークを行う
機能であるインタワーク機能がエッジ装置Ｅ１のみに配備されるようにしているが、イン
タワーク機能をコンテンツ処理サーバ装置ＣＡにも配備されるようにし、サービス制御装
置ＳＣがコンテンツ処理サーバ装置ＣＡとインタワークする際には、エッジ装置Ｅ１を介
することなく、コンテンツ処理サーバ装置ＣＡと直接インタワークできるようにしてもよ
い。
【０２１８】
また、コンテンツ処理は全てのコンテンツに対して適用可能なケースについて示している
が、コンテンツ処理の適用が不可能であるようなコンテンツが存在する場合も考えられる
。このような場合には、エッジ装置Ｅ１でコンテンツの属性情報などを参照することによ
って、コンテンツ処理サービスの適用可能性を判断し、コンテンツ処理が適用可能な場合
にのみコンテンツ処理サービスを適用するようにしてもよい。
【０２１９】
上述した本発明の一実施の形態においては、コンテンツ処理の形態として英日翻訳につい
て例示しているが、コンテンツ処理サーバ装置ＣＡの持つ機能を変えることにより、同様



(29) JP 4629948 B2 2011.2.9

10

20

30

40

50

の手法で多様なコンテンツ処理サービスを提供することが可能となる。
【０２２０】
他のコンテンツ処理サービスの例としては、ユーザ利用端末（クライアント装置Ｃ）の持
つ機能やユーザ利用端末が接続されている通信ネットワーク（例えば、移動通信網などの
狭帯域無線アクセス・ネットワーク、固定電話網、ＡＤＳＬなどの広帯域アクセス・ネッ
トワーク）に応じた画像・データ圧縮、ユーザの嗜好に応じた広告の挿入、ユーザの使用
している携帯端末の持つ機能に応じたマークアップ言語（ＨＴＭＬ、Ｃ－ＨＴＭＬなど）
の変換、画像の加工（モザイク付加・除去など）、及びユーザが作成したドキュメントの
添削（文法チェック、テストの採点）といったものが挙げられる。
【０２２１】
これらをコンテンツ処理サービスとして実施する場合には、サービス制御装置ＳＣのデー
タベース部１１に、ユーザの携帯電話種別、アクセス・ネットワーク種別、年齢といった
情報がサービス加入情報として管理される。これらのサービス例を含めて、本発明と同様
の枠組みで行うことが可能なコンテンツ処理であれば、その他どのようなコンテンツ処理
が行われてもよい。
【０２２２】
また、本発明と同様の枠組みに基づいて、エッジ装置Ｅ１に保持される処理前コンテンツ
・キャッシュに対してコンテンツ処理を行うようにしてもよい。
【０２２３】
〔その他〕
（付記１）　ユーザ利用のクライアント装置からのコンテンツデータの取得要求に応じて
、コンテンツ・サーバ装置によって保持されている原コンテンツデータに対して所定のコ
ンテンツ処理サービスを実施するコンテンツ処理サーバ装置が設けられるコンテンツ処理
サービス制御システムであって；
前記クライアント装置からの前記コンテンツ取得要求を受信したとき、前記コンテンツ処
理サービスの起動の必要性を判定して起動要求を通知するネットワークのエッジ装置と；
前記エッジ装置から前記起動要求を通知されたとき、前記コンテンツ処理サービスに加入
しているユーザに関する契約情報に基づいて、前記コンテンツ処理サーバ装置が実施する
べき前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定した前記コンテンツ処理サービス
の形態を少なくとも前記エッジ装置に処理要求として送信するサービス制御装置と；
を備えるコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２２４】
（付記２）　前記サービス制御装置は、前記クライアント装置から送信された前記コンテ
ンツデータを取得するための要求コンテンツに対して適用する前記コンテンツ処理サービ
スの形態を決定し、決定した前記コンテンツ処理サービスの形態及び前記要求コンテンツ
を前記コンテンツ処理サーバ装置に転送するように要求し；
前記エッジ装置は、前記サービス制御装置からの要求に応じて前記決定されたコンテンツ
処理サービスの形態及び前記要求コンテンツを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送し、
前記コンテンツ処理サーバ装置から前記コンテンツ処理サービスが施された処理後コンテ
ンツを受信し、この処理後コンテンツを前記コンテンツ・サーバ装置に転送して前記原コ
ンテンツデータを取得する
付記１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２２５】
（付記３）　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ・サーバ装置から送信された前記
原コンテンツデータに対して適用する前記コンテンツ処理サービスの形態を決定し、決定
した前記コンテンツ処理サービスの形態及び前記コンテンツ・サーバ装置から送信された
前記原コンテンツデータを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送するように要求し；
前記エッジ装置は、前記サービス制御装置からの要求に応じて前記決定したコンテンツ処
理サービスの形態及び前記原コンテンツデータを前記コンテンツ処理サーバ装置に転送し
、前記コンテンツ処理サーバ装置から前記コンテンツ処理サービスが施された処理後コン
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テンツを受信し、この処理後コンテンツを前記クライアント装置に転送する
付記１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２２６】
（付記４）　前記コンテンツ処理サービスは、ＵＲＬに基づく前記コンテンツ・サーバ装
置へのアクセス・フィルタ、前記ユーザの嗜好に適合した広告の挿入、ウイルスチェック
、及び言語翻訳を含む
付記１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２２７】
（付記５）　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ処理サービスに加入しているユー
ザに関する契約情報として、ユーザ利用の前記クライアント装置の識別子と、前記コンテ
ンツ処理サービスの種別情報とを保持する第１の記憶部を有する
付記１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２２８】
（付記６）　前記サービス制御装置は、前記原コンテンツデータ対応の処理前コンテンツ
の属性情報と、前記処理前コンテンツに対して適用された前記コンテンツ処理サービスの
形態と、前記コンテンツ処理サービスが施された処理後コンテンツの属性情報と、前記処
理後コンテンツがキャッシュとして格納されているエッジ装置の識別子とを保持する第２
の記憶部を更に有する
付記５記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２２９】
（付記７）　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ処理サービスに関する課金情報と
して、前記コンテンツ処理サービスを提供した前記クライアント装置の識別子と、前記コ
ンテンツ処理サービスの種別情報と、サービス提供時刻情報とを保持する第３の記憶部を
更に有する
付記６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３０】
（付記８）　前記エッジ装置は、
前記クライアント装置、前記コンテンツ・サーバ装置、前記コンテンツ処理サーバ装置、
及び他のエッジ装置の少なくとも１つとの間でコンテンツの送受信を行うコンテンツ転送
部と、
前記サービス制御装置及び前記コンテンツ処理サーバ装置の少なくとも一方とインタワー
クするインタワーク部と、
前記原コンテンツデータ対応の処理前コンテンツをキャッシュとして保持する第１のキャ
ッシュ部と、
前記原コンテンツデータに基づいて前記コンテンツ処理サーバ装置で実施された前記コン
テンツ処理サービスの結果対応の処理後コンテンツをキャッシュとして保持する第２のキ
ャッシュ部と、
前記コンテンツ処理サービスの起動の必要性を判定して前記第１及び第２のキャッシュ部
及び前記インタワーク部と連携するプロキシ部と、
を有する付記１記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３１】
（付記９）　前記エッジ装置は、
前記他のエッジ装置に対してこの他のエッジ装置内の第２のキャッシュ部にキャッシュさ
れている前記処理後コンテンツを取得要求するクライアント部と、
前記他のエッジ装置内のクライアント部からの要求に応じて自己のエッジ装置内の前記第
２のキャッシュ部にキャッシュされている前記処理後コンテンツを応答するサーバ部と、
を更に有する付記８記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３２】
（付記１０）　前記サービス制御装置は、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツに対して適用すべき前記コン
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テンツ処理サービスの形態を決定した後、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツの属性情報及び前記処理前コ
ンテンツに適用される前記コンテンツ処理サービスの形態をキー情報として、前記第２の
記憶部を検索し、
該当する前記処理後コンテンツ対応のキャッシュが現在制御対象の前記エッジ装置に保持
されていることが分かった場合、
前記コンテンツ処理サーバ装置での前記コンテンツ処理サービスを実施することなく、前
記エッジ装置に対して前記処理後コンテンツ対応のキャッシュを使用することを命令し、
前記処理後コンテンツを前記エッジ装置から前記クライアント装置に送信させる
付記６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３３】
（付記１１）　前記サービス制御装置は、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツに対して適用すべき前記コン
テンツ処理サービスの形態を決定した後、
前記クライアント装置から要求された前記処理前コンテンツの属性情報及び前記処理前コ
ンテンツに適用される前記コンテンツ処理サービスの形態をキー情報として、前記第２の
記憶部を検索し、
該当する前記処理後コンテンツ対応のキャッシュが現在制御対象になっていない他のエッ
ジ装置に保持されていることが分かった場合、
前記コンテンツ処理サーバ装置での前記コンテンツ処理サービスを実施することなく、現
在制御対象になっている前記エッジ装置に対して、前記処理後コンテンツ対応のキャッシ
ュを保持している前記他のエッジ装置から前記処理後コンテンツ対応のキャッシュを取得
するように命令し、前記エッジ装置によって取得された前記処理後コンテンツを前記クラ
イアント装置に転送させる
付記６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３４】
（付記１２）　前記サービス制御装置は、
前記コンテンツ処理サーバ装置において前記処理後コンテンツが生成されたとき、または
他のエッジ装置から前記処理後コンテンツを取得したとき、
前記処理後コンテンツを現在制御対象の前記エッジ装置のキャッシュ部にキャッシュする
か否かを選択し、
キャッシュする際には、前記第２の記憶部に前記処理後コンテンツに関係する前記各情報
を登録する
付記６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３５】
（付記１３）　前記サービス制御装置は、
前記コンテンツ・サーバ装置で保持されている前記処理前コンテンツが更新されたことを
検出したとき、
前記処理前コンテンツに基づいて生成された前記処理後コンテンツをキャッシュとして保
持する前記エッジ装置または他のエッジ装置のサーバ部に依頼して前記処理後コンテンツ
をキャッシュ部から削除させ、
前記第２の記憶部から削除対象の前記処理後コンテンツに関係する前記各情報を削除する
付記６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３６】
（付記１４）　前記サービス制御装置は、前記コンテンツ・サーバ装置で保持されている
前記処理前コンテンツが更新されたことを検出したとき、前記エッジ装置または他のエッ
ジ装置内のクライアント部に更新された前記処理前コンテンツの取得要求を発生させ、前
記コンテンツ処理サービスを前記処理前コンテンツに適用するように制御し、
前記エッジ装置または他のエッジ装置内の前記クライアント部は、前記コンテンツ処理サ
ービスが適用された前記処理後コンテンツを前記コンテンツ処理サーバ装置から取得する
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と、この処理後コンテンツをキャッシュ部に登録する
付記６記載のコンテンツ処理サービス制御システム。
【０２３７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、次の効果を期待することができる。
【０２３８】
（１）コンテンツ処理機能をネットワークのエッジ装置（プロキシ・キャッシュ装置）以
外の装置、例えば専用のコンテンツ処理サーバ装置に配備可能にする。
【０２３９】
（２）ネットワークのエッジ装置やコンテンツ処理サーバ装置を外部から制御するサービ
ス制御装置を新たに定義し、サービス制御装置によるエッジ装置からコンテンツ処理サー
バ装置へのコンテンツ転送や、コンテンツ処理サービス形態を指定したコンテンツ処理サ
ーバ装置の制御を可能にする。
【０２４０】
（３）処理済コンテンツがどのエッジ装置で管理されているかを管理し、あるエッジ装置
が他のエッジ装置から所望の処理後コンテンツを取得可能にする。
【０２４１】
（４）ネットワーク基本機能を持つエッジ装置と、コンテンツ処理固有の機能を持つコン
テンツ処理サーバ装置とに分離可能にし、各機能間のインタフェースを定義することで、
サービス制御装置を新たなサービス追加に柔軟に対応可能とする。これにより、加入者の
嗜好情報を持つコンテンツ処理サービス小売事業者は、ネットワーク基本機能を提供する
エッジ装置や言語翻訳機能などのコンテンツ処理機能を持つことなく、コンテンツ処理サ
ービス事業への参入が容易に可能となる。また、言語翻訳などのコンテンツ処理機能のみ
を持った事業者は、上記のようなコンテンツ処理サービス小売事業者の存在を前提にする
ことにより、コンテンツ処理事業への参入が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態のコンテンツ処理サービス制御システムの構成を示すブ
ロック図。
【図２】　図１におけるサービス制御装置及びエッジ装置の詳細構成を示すブロック図。
【図３】　加入者管理データベースの構成例を示す図。
【図４】　キャッシュ管理データベースの構成例を示す図。
【図５】　課金データベースの構成例を示す図。
【図６】　クライアント装置の処理手順を示すフローチャート。
【図７】　コンテンツ・サーバ装置の処理手順を示すフローチャート。
【図８】　エッジ装置のコンテンツ転送部の処理手順を示すフローチャート。
【図９】　エッジ装置のプロキシ部の処理手順を示すフローチャート。
【図１０】　エッジ装置のプロキシ部の処理手順を示すフローチャート。
【図１１】　エッジ装置のインタワーク部の処理手順を示すフローチャート。
【図１２】　エッジ装置のインタワーク部の処理手順を示すフローチャート。
【図１３】　サービス制御装置のサービス制御部の処理手順を示すフローチャート。
【図１４】　サービス制御装置のサービス制御部の処理手順を示すフローチャート。
【図１５】　サービス制御装置のサービス制御部の処理手順を示すフローチャート。
【図１６】　サービス制御装置のサービス制御部の処理手順を示すフローチャート。
【図１７】　サービス制御装置のサービス制御部の処理手順を示すフローチャート。
【図１８】　エッジ装置の処理後コンテンツ・クライアント部の処理手順を示すフローチ
ャート。
【図１９】　エッジ装置の処理後コンテンツ・サーバ部の処理手順を示すフローチャート
。
【図２０】　コンテンツ処理サーバ装置の処理手順を示すフローチャート。
【図２１】　コンテンツ要求に対するコンテンツ処理を説明するためのシーケンスチャー
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ト。
【図２２】　コンテンツ応答に対するコンテンツ処理を説明するためのシーケンスチャー
ト。
【図２３】　コンテンツ応答に対するコンテンツ処理を説明するためのシーケンスチャー
ト。
【図２４】　コンテンツ応答に対するコンテンツ処理を説明するためのシーケンスチャー
ト。
【図２５】　エッジ装置間の処理後コンテンツの転送を説明するためのシーケンスチャー
ト。
【図２６】　エッジ装置内の処理後コンテンツの削除を説明するためのシーケンスチャー
ト。
【図２７】　網主導による処理後コンテンツの生成を説明するためのシーケンスチャート
。
【符号の説明】
ＳＹＳ　　コンテンツ処理サービス制御システム
ＮＷ　　　ＩＰネットワーク
ＳＣ　　　サービス制御装置
ＣＡ　　　コンテンツ処理サーバ装置
ＣＳ　　　コンテンツ・サーバ装置
Ｃ　　　　クライアント装置
Ｅ１　　　エッジ装置
Ｅ２　　　エッジ装置
１０　　　サービス制御部
１１　　　データベース部
１２　　　加入者管理データベース
１３　　　キャッシュ管理データベース
１４　　　課金データベース
２０　　　インタワーク部
２１　　　コンテンツ転送部
２２　　　処理前コンテンツ・キャッシュ部
２３　　　処理後コンテンツ・キャッシュ部
２４　　　プロキシ部
２５　　　処理後コンテンツ・クライアント部
２６　　　処理後コンテンツ・サーバ部
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